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２面
参院選特集
政党アンケート結果㊦

６面投稿特集「投票へ行こう」

2010年会員意見実態調査結果①

７面私の地元自慢⑥「伊弉諾神宮と『おのころ島』」

８面第18回日常診より
かかりつけ医とインフル予防注射

研
面
究

３面

４～５面政策座談会

　

協
会
は
６
月
20
日
、
神
戸
チ
サ
ン
ホ
テ
ル
で
第
42
回
総
会
を

開
催
し
、
１
２
５
人
が
参
加
し
た
。
２
０
０
９
年
度
会
務
報

告
、
２
０
１
０
年
度
活
動
方
針
・
予
算
案
を
承
認
、
患
者
負
担

軽
減
や
総
医
療
費
拡
大
な
ど
を
求
め
る
決
議
案
を
採
択
し
た
。

改
正
臓
器
移
植
法
を
め
ぐ
る
誤
解
を
解
説
し
た
倉
持
氏
の
講
演
（
写
真
上
）

会
場
か
ら
の
活
発
な
発
言
を
受
け
総
括
答
弁
を
行
う
池
内
理
事
長
（
写
真
下
・
左
）

　

池
内
春
樹
理
事
長
は
あ
い
さ

つ
で
、「
参
議
院
選
挙
で
争
点

に
し
て
ほ
し
い
の
は
安
全
保
障

と
社
会
保
障
の
二
つ
の
保
障
」

と
強
調
。「
日
本
が
平
和
で
こ

そ
国
民
の
生
活
が
成
り
立
つ
。

日
本
を
本
当
に
守
っ
て
く
れ
る

が
あ
い
さ
つ
し
た
ほ
か
、
県
医

師
会
の
川
島
龍
一
会
長
は
じ

め
、
医
師
会
、
協
会
、
国
会
議

員
・
政
党
な
ど
76
通
の
祝
電
・

メ
ッ
セ
ー
ジ
が
寄
せ
ら
れ
た
。

ま
た
、
懇
親
会
で
は
、
県
医
師

会
の
小
澤
孝
好
副
会
長
が
あ
い

さ
つ
。
医
療
改
善
に
向
け
て
の

共
同
を
訴
え
た
。
ま
た
、
関
係

業
者
・
団
体
を
は
じ
め
民
主

党
、日
本
共
産
党
、国
民
新
党
の

国
会
議
員
、
参
院
予
定
候
補
者

な
ど
か
ら
祝
辞
が
相
次
い
だ
。

「
脳
死
と
臓
器
移
植
」

倉
持
氏
が
記
念
講
演

　

岡
山
大
学
医
学
部
客
員
研
究

員
で
元
松
本
歯
科
大
学
教
授
の

倉
持
武
氏
が
「
脳
死
と
臓
器
移

植
〜
移
植
法
改
正
問
題
を
中
心

と
し
て
」
を
テ
ー
マ
に
記
念
講

演
し
た
。

　

倉
持
氏
は
、
７
月
か
ら
全
面

施
行
さ
れ
る
改
正
臓
器
移
植
法

が
「
脳
死
を
一
律
に
人
の
死
と

す
る
」
と
受
け
取
ら
れ
て
い
る

こ
と
は
誤
り
だ
と
述
べ
、「
あ

く
ま
で
も
移
植
を
前
提
に
『
脳

死
を
人
の
死
』
と
し
て
い
る
。

ま
た
、
判
定
後
も
家
族
の
意
志

で
変
更
可
能
で
あ
る
」
と
指

摘
。
そ
の
上
で
、
性
急
に
臓
器

移
植
を
増
や
そ
う
と
す
る
風
潮

に
警
鐘
を
な
ら
し
た
。

　

６
月
６
日
に
兵
庫
県
農

業
会
館
で
開
催
さ
れ
た
歯

科
定
例
研
究
会
に
、
過
去

最
高
と
な
る
１
８
４
人
が

参
加
し
た
（
６
面
に
参
加

者
の
感
想
文
掲
載
）。

　

「
歯
周
治
療
に
お
け
る

歯
科
衛
生
士
と
の
チ
ー
ム

ア
プ
ロ
ー
チ
」
と
題
し

て
、
長
野
市
開
業
の
谷
口

威
夫
先
生
が
、
歯
科
衛
生

士
の
役
割
に
つ
い
て
講
演

し
た
。

　

歯
科
定
例
研
究
会
は

「
根
管
治
療
」「
歯
根
破

折
予
防
」「
コ
ー
チ
ン

グ
」「
顎
関
節
症
」
な
ど

を
テ
ー
マ
に
毎
月
開
催
し

て
お
り
、
全
国
レ
ベ
ル
の

講
師
か
ら
最
新
の
歯
科
技

術
・
知
識
を
無
料
で
学
べ

る
と
好
評
を
得
て
い
る
。

　

次
回
は
８
月
１
日
に

「
歯
科
臨
床
に
お
け
る
舌

診
と
漢
方
」
を
テ
ー
マ
に

九
州
歯
科
大
教
授
の
柿
木

保
明
先
生
を
講
師
と
し
て

開
催
予
定
。
お
問
い
合
わ

せ
、
お
申
し
込
み
は
、
☎

078―

393―

１
８
０
９
ま

で
。

会場いっぱいに集まった参加者

　

今
年
は
特
に
傘

が
活
躍
し
た
。

「
夜
目
遠
目
笠
の

う
ち
」
を
長
い
間

「
嫁
遠
目
傘
の
う

ち
」
と
間
違
っ
て
認
識
し
て
い

た
。
調
べ
て
み
る
も
の
だ
。
実

際
の
相
合
傘
と
い
う
も
の
は
見

か
け
な
く
な
っ
た
が
、
落
書
き

の
伝
統
は
残
っ
て
い
る
の
だ
ろ

う
か
▼
以
前
傘
と
い
う
も
の
は

も
っ
と
高
価
な
も
の
で
、
大
切

に
扱
わ
れ
て
い
た
。
チ
ャ
ッ
プ

リ
ン
に
象
徴
さ
れ
る
イ
ギ
リ
ス

紳
士
に
は
必
需
品
。
当
時
は
傘

を
畳
む
の
を
専
門
に
し
て
い
る

職
人
が
存
在
し
た
と
か
。
子
ど

も
の
頃
に
は
こ
う
も
り
傘
の
修

繕
屋
の
記
憶
が
あ
る
。
あ
な
た

も
愛
す
る
人
に
高
価
な
傘
を
プ

レ
ゼ
ン
ト
し
た
こ
と
は
一
度
や

二
度
で
は
あ
り
ま
す
ま
い
▼
安

価
な
ビ
ニ
ー
ル
傘
が
出
現
し
て

か
ら
事
情
は
一
変
し
た
。
ま
さ

に
使
い
捨
て
文
化
、
一
時
の
間

の
雨
を
し
の
ぐ
だ
け
の
道
具
と

化
し
た
。
強
い
風
雨
の
過
ぎ
去

っ
た
後
や
夜
の
飲
食
街
、
必
ず

ビ
ニ
ー
ル
傘
が
束
に
な
っ
て
捨

て
ら
れ
て
い
る
。
中
に
は
ま
だ

使
え
そ
う
な
も
の
ま
で
も
、
少

し
寂
し
い
思
い
だ
▼
こ
の
５
月

の
Ｎ
Ｐ
Ｔ
再
検
討
会
議
、
念
願

の
合
意
が
成
立
し
た
。
前
回
の

会
議
が
ブ
ッ
シ
ュ
政
権
に
よ
っ

て
壊
さ
れ
た
だ
け
に
思
い
は
ひ

と
し
お
だ
。
日
本
は
唯
一
の
被

爆
国
、
そ
し
て
非
核
の
国
。
し

か
し
世
界
の
目
は
か
な
り
厳
し

い
。
米
国
の
傘
の
下
の
国
、
そ

れ
が
な
く
と
も
自
前
の
プ
ル
ト

ニ
ウ
ム
と
技
術
で
い
つ
で
も
核

が
作
れ
る
国
と
も
見
ら
れ
て
い

る
▼
今
回
の
合
意
文
書
に
法
的

効
力
は
な
く
核
保
有
国
の
エ
ゴ

も
あ
る
。
し
か
し
、
こ
の
合
意

は
世
界
中
の
人
々
の
願
い
の
結

晶
だ
。
今
大
切
な
こ
と
は
国
民

の
世
論
で
政
府
を
動
か
し
、
核

の
傘
か
ら
抜
け
出
す
こ
と
。
非

核
三
原
則
の
法
制
化
と
核
兵
器

禁
止
条
約
の
制
定
だ 

（
無
）
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回　
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回　

総　

会　

決　

議

　

長
年
に
わ
た
る
低
医
療
費
政
策
の
結
果
、
深
刻
な
医
療
崩
壊
が
も
た
ら
さ
れ
、
国
民
皆
保
険

　

長
年
に
わ
た
る
低
医
療
費
政
策
の
結
果
、
深
刻
な
医
療
崩
壊
が
も
た
ら
さ
れ
、
国
民
皆
保
険

は
空
洞
化
し
、
命
と
健
康
の
不
安
が
広
が
っ
て
い
る
。
国
民
は
、
政
権
交
代
に
よ
っ
て
、
低
医

は
空
洞
化
し
、
命
と
健
康
の
不
安
が
広
が
っ
て
い
る
。
国
民
は
、
政
権
交
代
に
よ
っ
て
、
低
医

療
費
政
策
が
転
換
さ
れ
る
こ
と
を
期
待
し
た
が
、
鳩
山
前
首
相
は
、
診
療
報
酬
ゼ
ロ
改
定
を
押

療
費
政
策
が
転
換
さ
れ
る
こ
と
を
期
待
し
た
が
、
鳩
山
前
首
相
は
、
診
療
報
酬
ゼ
ロ
改
定
を
押

し
付
け
、
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
廃
止
を
先
送
り
し
、
沖
縄
・
普
天
間
基
地
を
は
じ
め
と
し
た

し
付
け
、
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
廃
止
を
先
送
り
し
、
沖
縄
・
普
天
間
基
地
を
は
じ
め
と
し
た

数
々
の
公
約
違
反
と
、「
政
治
と
金
」
を
め
ぐ
る
疑
惑
の
中
で
、
退
陣
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
。

数
々
の
公
約
違
反
と
、「
政
治
と
金
」
を
め
ぐ
る
疑
惑
の
中
で
、
退
陣
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
。

新
首
相
に
就
任
し
た
菅
民
主
党
代
表
は
、
鳩
山
内
閣
を
継
承
す
る
と
し
て
お
り
、
医
療
の
将
来

新
首
相
に
就
任
し
た
菅
民
主
党
代
表
は
、
鳩
山
内
閣
を
継
承
す
る
と
し
て
お
り
、
医
療
の
将
来

に
つ
い
て
も
「
混
合
診
療
」
に
よ
る
医
療
費
拡
大
を
公
言
す
る
な
ど
、
公
的
医
療
制
度
に
つ
い

に
つ
い
て
も
「
混
合
診
療
」
に
よ
る
医
療
費
拡
大
を
公
言
す
る
な
ど
、
公
的
医
療
制
度
に
つ
い

て
は
低
医
療
費
政
策
を
継
続
し
よ
う
と
し
て
い
る
。

て
は
低
医
療
費
政
策
を
継
続
し
よ
う
と
し
て
い
る
。

　

自
公
政
権
の
負
の
遺
産
が
大
き
い
と
し
て
も
、
こ
の
よ
う
な
民
主
党
の
め
ざ
す
方
向
は
、
社

　

自
公
政
権
の
負
の
遺
産
が
大
き
い
と
し
て
も
、
こ
の
よ
う
な
民
主
党
の
め
ざ
す
方
向
は
、
社

会
保
障
と
し
て
の
医
療
の
拡
充
と
い
う
国
民
の
願
い
に
反
す
る
も
の
で
あ
る
。
い
つ
で
も
ど
こ

会
保
障
と
し
て
の
医
療
の
拡
充
と
い
う
国
民
の
願
い
に
反
す
る
も
の
で
あ
る
。
い
つ
で
も
ど
こ

で
も
、
誰
も
が
安
心
し
て
医
療
が
受
け
ら
れ
る
国
民
皆
保
険
の
拡
充
を
行
う
べ
き
で
あ
り
、
命

で
も
、
誰
も
が
安
心
し
て
医
療
が
受
け
ら
れ
る
国
民
皆
保
険
の
拡
充
を
行
う
べ
き
で
あ
り
、
命

に
格
差
を
も
た
ら
す
混
合
診
療
や
医
療
の
産
業
化
は
到
底
許
す
こ
と
は
で
き
な
い
。

に
格
差
を
も
た
ら
す
混
合
診
療
や
医
療
の
産
業
化
は
到
底
許
す
こ
と
は
で
き
な
い
。

　

今
次
診
療
報
酬
改
定
で
の
、「
地
域
医
療
貢
献
加
算
」
の
名
に
よ
る
診
療
所
医
師
へ
の

　

今
次
診
療
報
酬
改
定
で
の
、「
地
域
医
療
貢
献
加
算
」
の
名
に
よ
る
診
療
所
医
師
へ
の
2424
時時

間
対
応
押
し
付
け
や
、「
入
院
患
者
の
他
医
受
診
」
で
の
ペ
ナ
ル
テ
ィ
、
必
要
の
な
い
全
患
者

間
対
応
押
し
付
け
や
、「
入
院
患
者
の
他
医
受
診
」
で
の
ペ
ナ
ル
テ
ィ
、
必
要
の
な
い
全
患
者

へ
の
「
明
細
書
発
行
義
務
化
」、
厚
生
局
に
よ
る
高
圧
的
な
「
指
導
通
知
」
な
ど
、
厚
労
省
の

へ
の
「
明
細
書
発
行
義
務
化
」、
厚
生
局
に
よ
る
高
圧
的
な
「
指
導
通
知
」
な
ど
、
厚
労
省
の

不
合
理
な
規
制
は
、
た
だ
ち
に
是
正
す
べ
き
で
あ
る
。

不
合
理
な
規
制
は
、
た
だ
ち
に
是
正
す
べ
き
で
あ
る
。

　

社
会
保
障
の
財
源
は
、
低
す
ぎ
る
国
庫
負
担
を
増
や
す
こ
と
、
大
企
業
が
非
正
規
雇
用
を
正

　

社
会
保
障
の
財
源
は
、
低
す
ぎ
る
国
庫
負
担
を
増
や
す
こ
と
、
大
企
業
が
非
正
規
雇
用
を
正

規
雇
用
に
も
ど
し
、
社
会
的
責
任
に
ふ
さ
わ
し
い
負
担
を
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
り
、
景
気
回

規
雇
用
に
も
ど
し
、
社
会
的
責
任
に
ふ
さ
わ
し
い
負
担
を
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
り
、
景
気
回

復
に
つ
な
が
る
。「
社
会
保
障
の
た
め
」
を
口
実
に
し
た
消
費
税
増
税
は
、
景
気
を
さ
ら
に
冷

復
に
つ
な
が
る
。「
社
会
保
障
の
た
め
」
を
口
実
に
し
た
消
費
税
増
税
は
、
景
気
を
さ
ら
に
冷

え
込
ま
せ
る
も
の
で
あ
り
、
断
じ
て
許
さ
れ
な
い
。

え
込
ま
せ
る
も
の
で
あ
り
、
断
じ
て
許
さ
れ
な
い
。

　

沖
縄
の
普
天
間
基
地
問
題
は
、
沖
縄
だ
け
で
な
く
日
本
全
体
の
問
題
で
あ
る
。
菅
内
閣
は
、

　

沖
縄
の
普
天
間
基
地
問
題
は
、
沖
縄
だ
け
で
な
く
日
本
全
体
の
問
題
で
あ
る
。
菅
内
閣
は
、

沖
縄
県
内
移
設
を
中
止
し
、
ア
メ
リ
カ
に
国
外
移
転
を
交
渉
す
べ
き
で
あ
る
。

沖
縄
県
内
移
設
を
中
止
し
、
ア
メ
リ
カ
に
国
外
移
転
を
交
渉
す
べ
き
で
あ
る
。

　

参
議
院
選
挙
で
は
、
医
療
破
壊
を
や
め
国
民
医
療
を
守
り
、
社
会
保
障
と
平
和
を
基
盤
と
し

　

参
議
院
選
挙
で
は
、
医
療
破
壊
を
や
め
国
民
医
療
を
守
り
、
社
会
保
障
と
平
和
を
基
盤
と
し

た
国
づ
く
り
へ
転
換
す
る
勢
力
の
前
進
を
期
待
し
た
い
。

た
国
づ
く
り
へ
転
換
す
る
勢
力
の
前
進
を
期
待
し
た
い
。

　

我
々
は
、低
医
療
費
政
策
の
転
換
な
ど
、下
記
の
要
求
実
現
に
全
力
を
つ
く
す
も
の
で
あ
る
。

　

我
々
は
、低
医
療
費
政
策
の
転
換
な
ど
、下
記
の
要
求
実
現
に
全
力
を
つ
く
す
も
の
で
あ
る
。

一
、
患
者
負
担
を
軽
減
し
、
診
療
報
酬
の
引
き
上
げ
な
ど
総
医
療
費
を
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歯科定例研が大好評

〝最新知識学べる〟〝最新知識学べる〟

社
会
保
障
・
安
全
保
障
を
問
う
選
挙
に

社
会
保
障
・
安
全
保
障
を
問
う
選
挙
に

社
会
保
障
・
安
全
保
障
を
問
う
選
挙
に

社
会
保
障
・
安
全
保
障
を
問
う
選
挙
に

の
は
日
本
国
憲
法
前
文
と
９
条

で
は
な
い
か
」と
呼
び
か
け
た
。

　

ま
た
、「
所
得
に
応
じ
て
上

限
な
く
国
保
料
や
介
護
保
険
料

な
ど
を
雇
用
保
険
料
に
上
乗
せ

し
、
法
人
税
と
連
動
し
て
企
業

に
負
担
さ
せ
る
シ
ス
テ
ム
を
つ

く
る
こ
と
が
必
要
。
社
会
保
障

の
財
源
の
た
め
の
消
費
税
増
税

は
必
要
な
い
」
と
訴
え
た
。

　

討
論
で
は
、
研
究
部
の
清
水

映
二
理
事
に
よ
る
「
入
院
患
者

の
他
医
受
診
規
制
」
撤
回
を
求

め
る
取
り
組
み
の
報
告
を
は
じ

め
、「
事
業
税
非
課
税
と
租
税

特
別
措
置
法
26
条
の
存
続
を
」

（
辻
評
議
員
）、「
診
療
報
酬
改

定
・
改
善
要
求
ア
ン
ケ
ー
ト
報

告
」（
川
村
理
事
）
な
ど
、
７

人
が
発
言
し
た
。

　

来
賓
と
し
て
山
上
紘
志
・
保

団
連
副
会
長
、
藤
末
衛
・
全
日

本
民
医
連
会
長
、
加
口
良
秋
・

県
商
工
団
体
連
合
会
副
会
長
ら

第第4242回総会回総会 総医療費拡大な
ど決議

６月研究会に過去最高の184人が参加
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設問 日本共産党／堀内照文 幸福実現党／高木よしあき
①医療費の総枠を拡大
し、診療報酬を緊急に
再改定することについ
て

【賛成】県内でも但馬地方をはじめ、各地ですすんでいる医師不足・医療崩壊を
招いた根本原因は自公政権がすすめた医療費抑制策です。医療費の総枠を拡大す
ることなしに医療をめぐる問題を解決できません。また、今の診療報酬では医療
スタッフの労働と暮らしを支え、医療機関の運営を継続させるのには不十分で
す。地域医療を守り、充実するために診療報酬を抜本的に増額すべきです。

【その他】医療社会保険は事実上崩壊し始めており、抜本的な解決策を考えなけ
ればならないと考えております。本来、保険は予期できぬリスクに備えることが
目的ですが、賦課方式を採用する限り、人口問題を解決しないかぎり、長期的な
解決は不可能です。当面は医療費総枠の52％を占める入院部門、なかでも公的医
療機関の経営改革を喫緊の課題と捉え、必要な規制緩和にも取り組んでまいりま
す。

②混合診療の解禁では
なく、保険給付の範囲
を拡大することについ
て

【賛成】混合診療を解禁した場合、保険適用される医療行為や薬品が減らされる
おそれがあります。経済的理由で最良の医療を受ける権利が損なわれることを
「制度」として認めることにほかなりません。安全性と有効性が確立した医療行
為や薬品は迅速に保険適用を認め、公的保険の対象にすべきです。

【反対】国民が平等に医療を受けられる制度を支えてきた、日本の医師の努力・
使命感に大いに敬意を表しております。しかしながら、これ以上の保険給付範囲
の拡大は、被用者保険・国民保険・国家・地方自治体・個人の負担増につなが
り、医療社会保険の崩壊を早める結果を招来します。混合医療、自由診療は専門
医療機関の経営にとっても、また先進医療・医薬分野における臨床試験など、医
療全体の進歩にも貢献すると考えております。

③国と大企業の責任
で、医療・社会保障給
付の水準を先進国並み
に引き上げることにつ
いて

【賛成】自公政権のもとで社会保障予算抑制策が続いた結果、日本の国民皆保険
というすぐれた制度は空洞化し、「保険あって医療なし」の状態まで生まれてい
ます。また、大企業の税と社会保険料負担の合計は先進国最低です。そもそも所
得再配分の性格を持つ社会保障は応能負担が原則です。大企業がその社会的存在
にふさわしく財源の負担をおこない社会保障給付の拡充をはかれば内需拡大・景
気回復にもつながります。

【反対】セーフティー・ネットは維持すべきと考えますが、年金制度も事実上破
綻しており、抜本的な改革は避けて通れません。単純に考えても、人ロ増加が実
現しなければ2050年代には１人が１人を支えることになり、現行制度の維持すら
不可能です。経済が成長してこそ、はじめて税収が増加することを忘れてはなり
ません。給付の企業負担増は大企業の海外逃避を加速し、税収の低下を招きま
す。今求められるのは大きな政府ではなく小さな政府であると確信します。

④保険でより良い歯科
医療を実現するため
に、歯科診療報酬を正
当に引き上げ、保険給
付の範囲を拡大するこ
とについて

【賛成】口腔内の健康は、身体全体の健康はもちろん、子ども達の生育をはじめ
食事という生活にかかせない重要な行為に大きく影響するものです。歯科診療報
酬を正当に引き上げると共に、保険給付範囲を拡大することはぜひとも必要だと
考えています。なお、わが党の小池晃参院議員は国会質問で歯科診療報酬問題を
取り上げ、診療報酬拡大の答弁を引き出しています。

【反対】この問題の背景には診療科による医師の偏在、歯科医の過剰があると推
定しております。むしろ混合医療・自由診療による収入の向上を図ることが健全
な経営に貢献するものと考えます。

⑤患者窓口負担を大幅
に軽減し、まず子ども
と高齢者は無料にする
ことについて

【賛成】先進諸国では患者負担は原則無料です。高い保険料を払っているのに、
お金がなければ医療を受けられないという制度は大問題であり、患者負担ゼロを
めざします。子どもの医療費は、すでに全国の９割の自治体でなんらかの無料制
度が実現しています。当面、子どもと高齢者の医療費の無料化を国の制度として
実現するために全力をつくします。

【反対】国民健康保険未納（家族）における子どもの無保険者問題は、地方自治
体（広域）によるセーフティー・ネットで対応すべき課題であると考えます。高
齢者の一律無料化は、コンビニ受診のように救急医療にまで影響を及ぼしかねな
い社会問題を悪化させることも懸念されます。この課題は、総合的な改革に加え
て、県立柏原病院の事例に見られるような、地域と一体となった、自分の町は自
分で守る、自助の精神に基づく協力・連携が不可欠と考えます。

⑥後期高齢者医療制度
をただちに廃止するこ
とについて

【賛成】年齢で受けられる医療を差別し、家族と切り離して高齢者一人ひとりに
保険料を負担させる世界に例を見ない差別的医療制度はただちに廃止すべきで
す。昨年の総選挙で「廃止」を公約にした民主党が、政権についたとたん「先送
り」と言いだし、新制度案として“うば捨て山の入山年齢を75歳から65歳にひき
下げる”改悪を検討していることは許せません。

【その他】後期高齢者医療制度を廃止しても問題の解決につながらないものと考
えております。被用者保険による支援と国の補填を継続しても、将来の高齢者増
加に耐えられないことは明確です。福田政権下の社会保障会議で医療・介護に
2026年の段階で85～94兆円必要と推計された状況に変化はなく、抜本的な改革は
避けて通れないものと考えております。

⑦健診やワクチン接種
など公衆衛生の充実を
国の責任でおこなうこ
とについて

【賛成】健康診断やワクチン接種は、社会的に実施することにより効果が発揮さ
れるものです。長年の自民党政治は、保健所の機能を一貫して後退させ、医師や
保健師の役割をゆがめてきました。日本共産党は地域づくりの重要な一貫とし
て、国の責任で公衆衛生の充実をはかることを強く求めています。

【その他】健診は従来の保険制度の枠組みの中で対応し、重要な感染病などにつ
いてはセーフティー・ネットを機能させるなど柔軟な政策で対応すべきと考えま
す。行政はリスク管理方針に基づく情報の透明性、開示に関しても体制を整備す
べきと考えます。昨年のインフルエンザ騒動でみられたように、ヒトへの感染被
害の確率が低い感染病であったにもかかわらず、過剰な対応を行ったことは問題
の深さを示していると考えます。

⑧高すぎる国保保険料
（税）を引き下げ、短
期保険証や資格証明書
の発行をやめることに
ついて

【賛成】国は国民健康保険に対する助成をかつての５割から、約25％にまでひき
下げてしまいました。その結果、国民健康保険料（税）は、負担しがたい高額に
なっています。高すぎて払えない保険料（税）を押しつけておいて、保険証をと
りあげるのは“最後の命綱”をとりあげるに等しいもので許せません。当面、国
の負担割合を元に戻し保険料の引き下げを実現します。資格証明書発行、短期保
険証発行などはやめさせます。

【反対】既に回答させていただいた通り、この問題も総合的な改革によって解決
を図らなければならないと考えます。

⑨医師、看護師、助産
師などマンパワー不足
を解決することについ
て

【賛成】わが国の医療は医療スタッフの献身的な努力で支えられています。圧倒
的に少ない人員のもとで「過重労働でニアミスが心配」など、医療現場は深刻な
状態です。人命を守る医師や看護師が大切にされないままでは、国民の命も守れ
ません。医療スタッフの抜本的な増強と、その仕事にふさわしい待遇を保障する
ことが必要です。

【賛成】救急医療の危機的な状況を考えると定員の増員が必要と思われます。た
だし、適正な増員を実現するためには、地域レベルで必要な診療科と医師数を明
確にすることが前提になると考えます。また、診療科の偏在問題への無過失補償
制度の拡充などきめ細かな対応、常勤医を増やすための経営努力を促す総合的な
政策が不可欠と考えます。

⑩介護報酬を引き上
げ、介護保険制度を改
善することについて

【賛成】国が介護費への国庫負担を減らしたために、介護の民営化が進んだだけ
で、社会的な介護サービスが拡充したとはいえません。国民には保険と利用料の
負担が重くのしかかる一方で介護に従事する労働者は過酷な労働条件のもとにお
かれています。誰もが安心できる介護制度をつくるためには介護報酬引き上げと
制度改善が不可欠です。

【その他】介護報酬の引き上げだけでは、老人介護の問題は解決できないと考え
ております。外国人介護師の増員、それを支える日本語教育などのシステム拡
充、地域のニーズに根ざした介護施設に関する規制緩和（保育施設との併用な
ど）、NPO、宗教団体など地域に密着した支援組織による奉仕活動など総合的な
取り組みを実現して参ります。

⑪消費税増税をせず、
大企業の内部留保を社
会に還元することにつ
いて

【賛成】消費税は低所得者ほど負担率が重くなる、福祉とは正反対の制度です。
増税は認められず、むしろ食糧や生活必需品は非課税にすべきです。この10年
間、国民所得が減少している間に、大企業の内部留保は、142兆円から229兆円に
倍増しています。正社員を非正規労働者におきかえ、下請け単価の切り下げでた
め込んだ内部留保を社会に還元するのは当然のことです。

【反対】企業の内部留保は未来の危機、投資に備えるために不可欠なものです。
失礼とは存じますが、内部留保に課税するという考え方は利益を悪と捉える考え
方とほぼ同義と言ってさしつかえないと思います。このような政策は派遣法の改
正による雇用の減少を更に加速すると思われます。内部留保がなければリーマン
・ショックを乗り越えることができなかった企業が多数存在するとの推定を付け
加えさせていただきます。

⑫自主共済制度である
保険医休業保障制度を
保険業法の適用除外に
することについて

【賛成】自主共済制度は、国民が自主的につくる互助制度です。こうした国民の
自主的なとりくみを法律を変えてまで禁止し、アメリカの「市場開放」要求に応
えようとするのは許されません。ちなみに、共助の精神は共産党という党名の語
源であるコミュニズムにも通じるもので、国民が自主的な共済制度を発展させる
ことは大いに保障されるべきものです。

【その他】民間に長期収入補償保険があるにもかかわらず、自主共済制度の保険
業法の適用除外とする必要があるのかについては知識が不足しており、その他と
回答させていただきます。

⑬平和憲法を守り、普
天間基地の「国外移
転」をアメリカに交渉
することについて

【賛成】普天間基地は、もともとアメリカが無法に奪った土地に建設された基地
であり、移設先提供を条件とすることなく無条件撤去が当然です。国外の移転先
をどこにするかはアメリカ政府が考えるべきことで、日本政府は無条件撤去を求
めてアメリカ政府と本腰を入れた交渉を行うべきです。日本共産党は、志位委員
長が渡米し、沖縄県内だけでなく日本国内のどこにも移設先はありえないこと、
普天間基地は無条件撤去するしかないことをアメリカ政府に申し入れました。

【反対】沖縄県民の皆様の痛みはよく分かります。しかし安全保障問題は国民の
生命を守る視点で考えなければなりません。東アジア地域の軍事バランスが中国
の急速な軍備拡張により崩れ、東アジア諸国は米国の長期的なプレゼンス低下の
下で今回の問題を非常に憂慮しています。現実に与那国島の島民は中国調査船の
上陸寸前の接近に脅威を感じ、民主党政権下でも陸上自衛隊の配置を要請し決定
されたことを付け加えさせていただきます。

　前号に続き、協会政策部が実施した参議院
選挙政党アンケートの結果を掲載する。な
お、自由民主党・公明党・みんなの党・たち
あがれ日本の各党は、締切日までに回答があ
りませんでした。

政党アンケート結果政党アンケート結果㊦㊦
参
院
選　

参
院
選　

　

特
集

　

特
集



２０１０年(平成２２年)７月５日(毎月３回５・15・25日発行) 兵 庫 保 険 医 新 聞 (昭和43年６月12日第三種郵便物認可) 第１６２７号（３）

％
、「
賛
成
」
が
３
・
３
％
と
、

「
反
対
」
が
多
数
を
占
め
た

（
図
２
）。
政
府
・
民
主
党
は
、

「
成
長
戦
略
」
と
し
て
、「
混
合

診
療
の
一
部
解
禁
」
や
「
営
利

企
業
の
医
療
周
辺
サ
ー
ビ
ス
へ

の
参
入
」
を
検
討
し
て
い
る

が
、
医
療
界
の
反
対
が
大
き
い

こ
と
が
う
か
が
え
る
。

社
会
保
障
の
財
源

「
国
庫
負
担
増
」７
割

　

参
院
選
の
争
点
と
な
っ
て
い

る
消
費
税
に
つ
い
て
は
、「
引

き
上
げ
る
べ
き
」
が
52
・
７
％

と
最
も
多
く
、
以
下
、「
現
状

の
ま
ま
で
よ
い
」
20
・
９
％
、

「
分
か
ら
な
い
」
12
・
１
％
、

「
廃
止
」
３
・
３
％
、「
引
き

下
げ
る
べ
き
」
２
・
２
％
と
な

っ
て
い
る（
図
３
）。
一
方
で
、

「
医
療
に
か
か
る
消
費
税
」
に

つ
い
て
は
、「
ゼ
ロ
税
率
を
適

用
す
べ
き
」
が
56
・
０
％
と
圧

倒
的
で
、「
軽
減
税
率
」
15
・

４
％
、「
現
状
で
よ
い
」
14
・

３
％
と
な
っ
て
い
る（
図
４
）。

一
見
矛
盾
し
た
回
答
だ
が
、
背

景
に
は
、
診
療
報
酬
引
き
上
げ

へ
の
強
い
期
待
が
、
財
源
と
し

て
の
消
費
税
引
き
上
げ
を
求
め

る
声
に
つ
な
が
っ
て
い
る
と
み

ら
れ
る
。
し
か
し
、
消
費
税
は

こ
の
間
、
法
人
税
減
税
の
穴
埋

め
に
使
わ
れ
て
き
た
実
績
を
み

歯
科
で
は
「
反
対
」
が
11
・
１

％
、「
賛
成
」
が
29
・
６
％
と

「
賛
成
」
が
「
反
対
」
を
上
回

っ
て
い
る
（
図
１
ａ
、
ｂ
）。

「
混
合
診
療
」
が
実
質
的
に
一

部
導
入
さ
れ
て
い
る
歯
科
の
現

状
を
反
映
し
た
も
の
と
見
ら
れ

る
。「
営
利
企
業
の
参
入
」
に

つ
い
て
は
「
反
対
」
が
70
・
３

営
利
企
業
参
入

反
対
根
強
い

　

医
療
制
度
改
革
に
つ
い
て
の

意
見
で
は「
混
合
診
療
の
解
禁
」

に
つ
い
て
、
医
科
で
は
「
反

対
」
が
48
・
４
％
、「
賛
成
」

が
15
・
６
％
と
反
対
が
多
い
。

　

協
会
は
５
月
26
日
か
ら
６
月
10
日
に
か
け
、
会
員
意
見

実
態
調
査
を
実
施
し
た
。
２
年
に
一
度
、
会
員
の
様
々
な

意
識
を
調
査
し
、
協
会
の
活
動
に
反
映
さ
せ
る
た
め
の
も

の
。
今
回
は
医
科
３
６
８
件
、
歯
科
１
６
６
件
（
正
会
員

の
１
割
）
が
対
象
で
、
回
収
率
は
医
科
17
・
６
％
、
歯
科

16
・
３
％
。
今
号
か
ら
調
査
結
果
を
シ
リ
ー
ズ
で
紹
介
す

る
。
第
１
回
目
は
、
参
議
院
選
挙
を
目
前
に
、
社
会
保
障

や
政
治
に
対
す
る
意
識
を
紹
介
す
る
。

政
権
交
代
後
の
政
権
運
営
へ
の

失
望
か
ら
17
・
８
％
ま
で
支
持

を
半
減
さ
せ
た（
図
10
）。
一

方
、
２
０
０
４
年
調
査
以
来
、

ず
っ
と
凋
落
傾
向
に
あ
っ
た
自

民
党
は
前
回
の
調
査
の
14
・
７

％
か
ら
16
・
１
％
と
若
干
持
ち

直
し
た
。
こ
の
２
党
の
後
に

は
、
み
ん
な
の
党
11
・
０
％
、

共
産
党
７
・
６
％
、
社
民
党
１

・
７
％
と
続
い
て
い
る
。
近
く

参
議
院
選
挙
を
控
え
て
い
る
も

の
の
、
２
大
政
党
へ
の
失
望
が

広
が
る
中
で
も
、
み
ん
な
の
党

を
除
く
他
党
へ
の
支
持
は
広
が

っ
て
お
ら
ず
、
医
師
の
間
で
も

無
党
派
層
が
増
え
て
い
る
。
無

党
派
層
の
投
票
動
向
も
定
ま
っ

て
お
ら
ず
、
投
票
日
ま
で
、
各

党
の
政
策
を
吟
味
す
る
様
子
が

う
か
が
え
る
。

い
て
は
、「
賛
成
」「
ど
ち
ら
か

と
い
う
と
賛
成
」
が
あ
わ
せ
て

55
・
０
％
と
、「
反
対
」
と
「
ど

ち
ら
か
と
い
う
と
反
対
」
を
あ

わ
せ
た
30
・
８
％
を
上
回
っ

た
。

　

ま
た
、
政
権
交
代
に
と
も
な

っ
て
、
沖
縄
の
米
軍
基
地
負
担

の
問
題
が
国
民
的
な
議
論
の
的

と
な
っ
た
が
、「
日
本
の
米
軍

基
地
」
に
つ
い
て
は
、「
縮
小

す
べ
き
」「
な
く
す
べ
き
」
は

あ
わ
せ
て
41
・
８
％
で
、「
必

要
」
も
41
・
８
％
と
、
意
見
が

分
か
れ
た（
図
７
）。

　

米
軍
普
天
間
基
地
移
設
に
つ

い
て
は
、「
辺
野
古
移
設
」
が

36
・
３
％
、「
国
外
」「
沖
縄
県

外
」
が
あ
わ
せ
て
35
・
２
％

と
、
こ
こ
で
も
意
見
が
拮
抗
し

た（
図
８
）。

政
権
交
代
は

評
価
慎
重

　

昨
年
の
政
権
交
代
に
つ
い
て

は
、「
よ
か
っ
た
」
28
・
６
％
、

「
悪
か
っ
た
」
27
・
５
％
と
評

価
が
拮
抗
し
て
い
る（
図
９
）。

　
「
政
党
支
持
」「
選
挙
で
投
票

す
る
」
を
あ
わ
せ
た
選
挙
の
投

票
動
向
で
は
、
前
回
、
38
・
４

％
の
支
持
を
集
め
た
民
主
党
が

れ
ば
、
財
源
と
し
て
評
価
で
き

な
い
問
題
を
残
し
て
い
る
。

　

「
社
会
保
障
の
財
源
」
に
つ

い
て
は
、「
国
庫
負
担
を
増
や

す
」
が
69
・
２
％
、「
大
企
業

の
負
担
を
増
や
す
」
が
29
・
７

％
、「
国
民
の
負
担
を
増
や

す
」
が
18
・
７
％
と
な
っ
て
お

り
、
消
費
税
増
税
の
意
見
が
、

社
会
保
障
へ
の
国
庫
負
担
増
の

期
待
を
込
め
た
も
の
で
あ
る
こ

と
が
う
か
が
え
る（
図
５
）。

９
条
、普
天
間
な
ど

意
見
分
か
れ
る

　

平
和
・
安
全
保
障
の
問
題
で

は
、「
戦
力
不
保
持
を
定
め
た

憲
法
９
条
」
に
つ
い
て
、「
堅

持
す
べ
き
」
は
39
・
６
％
、

「
見
直
す
べ
き
」
は
50
・
５
％

と
な
っ
た（
図
６
）。
政
府
が
積

極
的
に
行
お
う
と
し
て
い
る
国

連
平
和
維
持
活
動
な
ど
を
含
む

「
自
衛
隊
の
海
外
派
兵
」
に
つ

いずれもＢ５判カラー24頁
追加注文は、☎078－393－1807まで

新パンフを活用下さい！
保
団
連
発
行
・
兵
庫
協
会
企
画
編
集

　

６
月
２
日
に
芦
屋
市
民
セ
ン

タ
ー
で
行
わ
れ
た
、
芦
屋
病
院

を
守
る
会
主
催
の
「
地
域
医
療

を
考
え
る
学
習
・
交
流
会
の
つ

ど
い
」
で
、
加
藤
擁
一
協
会
副

理
事
長
が
「
保
険
で
よ
り
良
い

歯
科
医
療
」
を
テ
ー
マ
に
講
演

し
た
。
市
民
ら
31
人
が
参
加
し

た
。

　

加
藤
副
理
事
長
は
「
芦
屋
市

民
病
院
で
は
、
歯
科
を
院
内
開

業
し
た
個
人
の
先
生
が
頑
張
っ

て
お
ら
れ
る
が
、
本
来
は
公
立

病
院
と
し
て
行
政
が
市
民
の
医

療
に
責
任
を
持
つ
こ

と
が
必
要
。
市
民
の

守
る
会
の
よ
う
な
取

り
組
み
は
私
た
ち
も

賛
同
す
る
」
と
あ
い

さ
つ
。
協
会
の
新
し

い
政
策
パ
ン
フ「『
保

険
で
よ
り
良
い
歯
科

医
療
』
で
『
健
康
増

進
社
会
へ
』」を
も
と

に
、
保
険
の
き
く
範

囲
を
広
げ
る
こ
と
、

高
過
ぎ
る
国
保
料
を

下
げ
る
こ
と
、
患
者

負
担
の
引
き
下
げ
と

セ
ッ
ト
で
実
態
に
見

合
う
診
療
報
酬
の
引

き
上
げ
を
す
る
こ
と

な
ど
を
解
説
し
た
。

　

特
に
「
歯
科
医
師
が
多
い
と

い
う
議
論
が
あ
る
が
、
国
民
が

負
担
を
恐
れ
て
歯
科
受
診
を
後

回
し
に
し
て
い
る
と
こ
ろ
が
大

き
い
。
私
学
の
歯
科
部
は
定
員

割
れ
、
歯
科
衛
生
士
や
歯
科
技

工
士
の
学
校
の
閉
校
な
ど
、
今

後
歯
科
医
療
を
支
え
る
マ
ン
パ

ワ
ー
が
失
わ
れ
る
こ
と
を
危
惧

し
て
い
る
。
我
慢
し
て
重
症
化

し
て
か
ら
か
か
る
の
で
な
く
、

お
金
の
心
配
な
く
安
心
し
て
受

診
い
た
だ
け
る
よ
う
に
、
私
た

ち
歯
科
医
師
も
患
者
さ
ん
と
一

緒
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
」

と
強
調
し
た
。

　

参
加
者
か
ら
は
「
２
０
０
万

円
以
下
の
所
得
で
40
万
円
超
の

国
保
料
は
高
す
ぎ
る
。
社
会
保

障
と
し
て
国
が
負
担
す
る
こ
と

が
必
要
」「
歯
科
医
療
も
問
題

を
か
か
え
て
い
る
こ
と
が
わ
か

っ
た
」
な
ど
の
感
想
が
寄
せ
ら

れ
た
。
後
半
は
歯
科
医
療
に
つ

い
て
の
相
談
も
行
わ
れ
、
歯
周

病
の
予
防
や
定
期
検
診
の
意

義
、
入
れ
歯
の
調
整
や
イ
ン
プ

ラ
ン
ト
治
療
な
ど
多
く
の
質
問

が
出
さ
れ
た
。

新パンフを使って講演する加藤副理事長

２
０
１
０
年 

会
員
意
見
実
態
調
査
①

民
主
半
減
、失
望
感
あ
ら
わ

（％）

図１ａ　混合診療の解禁は〈歯科〉

図６　憲法９条は

（％）
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図２　営利企業の参入は
賛成 3.3

反対 70.3

わからない
 23.1

その他 0.0
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その他
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図９　政権交代について
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図10　政党支持は

〝
安
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に
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加
藤
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理
事
長
が
芦
屋
病
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守
る
会
で
講
演

図１ｂ　混合診療の解禁は〈歯科〉
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加
藤　

昨
年
の
衆
議
院
選
挙

で
は
「
自
公
政
権
ノ
ー
」
の
審

判
を
国
民
が
下
し
た
。
政
権
交

代
以
降
の
民
主
、
社
民
、
国
民

新
連
立
政
権
の
政
治
を
振
り
返

り
な
が
ら
、
今
回
の
参
議
院
選

挙
で
の
争
点
を
議
論
し
た
い
。

　

武
村　

衆
議
院
選
挙
の
「
自

公
政
権
ノ
ー
」
の
審
判
は
、
そ

れ
ま
で
の
市
場
経
済
万
能
主
義

に
よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ
た
格
差

社
会
に
対
す
る
「
ノ
ー
」
だ
っ

た
。
鳩
山
政
権
に
は
、
格
差
の

是
正
や
、
社
会
保
障
を
ど
う
再

建
す
る
の
か
が
問
わ
れ
て
い
た

と
思
う
。
政
権
発
足
後
、
一
貫

し
て
ず
っ
と
支
持
率
が
低
下
し

続
け
た
の
は
、
結
局
そ
う
し
た

国
民
の
要
求
に
政
権
が
一
度
も

応
え
ら
れ
な
か
っ
た
か
ら
で
は

な
い
か
。

　

森
下　

確
か
に
。
医
療
分
野

で
言
え
ば
、
社
会
保
障
費
の
２

２
０
０
億
円
削
減
は
中
止
さ
れ

た
が
、
肝
心
の
診
療
報
酬
に
つ

い
て
は
、
診
療
所
で
は
実
質
ゼ

ロ
改
定
だ
っ
た
。
医
科
の
医
師

不
足
問
題
に
つ
い
て
も
、
医
学

部
定
員
増
は
行
っ
た
が
、
現
場

の
苦
し
い
状
況
は
改
善
さ
れ
て

い
な
い
。

　

川
西　

後
期
高
齢
者
医
療
制

度
の
廃
止
に
つ
い
て
も
、
公
約

違
反
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
は
、
即

時
廃
止
し
て
、
い
っ
た
ん
以
前

の
老
人
保
健
制
度
に
戻
し
て
、

新
制
度
に
つ
い
て
は
、
国
民
的

な
議
論
を
行
う
べ
き
だ
と
、
私

た
ち
は
要
求
し
て
き
た
。
民
主

党
も
野
党
時
代
は
そ
う
し
た
立

場
に
立
っ
て
、
他
の
野
党
と
と

も
に
参
議
院
で
は
廃
止
法
案
を

可
決
さ
せ
た
。し
か
し
、政
権
に

つ
い
た
と
た
ん
、
新
制
度
発
足

ま
で
は
現
行
制
度
を
存
続
す
る

と
言
い
出
し
た
。
４
年
後
に
新

制
度
を
発
足
さ
せ
る
と
民
主
党

県
連
は
説
明
す
る
が
、
こ
れ
は

問
題
の
先
送
り
で
し
か
な
い
。

　

加
藤　

後
期
高
齢
者
医
療
制

度
に
変
わ
る
新
制
度
に
つ
い

て
、
厚
生
労
働
省
の
案
が
い
く

つ
か
明
ら
か
に
な
っ
て
い
る

　

政
権
交
代
か
ら
10
カ
月
、
連

立
政
権
の
実
績
を
問
う
参
議
院

選
挙
が
７
月
11
日
投
票
で
行
わ

れ
る
。
協
会
で
は
、
平
和
・
社

会
保
障
を
取
り
巻
く
情
勢
と
選

挙
の
争
点
に
つ
い
て
座
談
会
を

行
っ
た
。

司
会　

加
藤
擁
一
政
策
部
長

出
席　

武
村
義
人
副
理
事
長

　
　
　

林
田
英
隆
理
事

　
　
　

森
下
順
彦
理
事

　
　
　

川
西
敏
雄
理
事

　
　
　

幸
原　

久
監
事

が
、
有
力
案
と
さ
れ
る
も
の

は
、
現
行
制
度
の
対
象
年
齢
を

65
歳
に
引
き
下
げ
る
改
悪
案
と

な
っ
て
い
る（
図
１
）。
65
歳
以

上
の
高
齢
者
を
国
民
健
康
保
険

に
移
す
と
し
な
が
ら
も
、
財
政

は
国
保
と
別
勘
定
に
す
る
そ
う

だ
。
さ
ら
に
、
全
員
か
ら
死
ぬ

ま
で
保
険
料
を
と
る
点
も
現
行

制
度
と
変
わ
ら
な
い
。
ま
た
、

運
営
主
体
も
現
在
の
広
域
連
合

の
ま
ま
か
、
あ
る
い
は
都
道
府

県
単
位
に
広
域
化
さ
せ
た
国
保

に
担
わ
せ
よ
う
と
し
て
い
る
。

　

武
村　

高
す
ぎ
る
国
保
料
の

問
題
な
ど
、
医
療
の
患
者
負
担

に
関
す
る
問
題
も
ま
っ
た
く
改

善
さ
れ
て
い
な
い
。
民
医
連
の

調
査
に
よ
れ
ば
、
昨
年
、
経
済

的
な
理
由
で
医
療
機
関
へ
の
受

診
が
遅
れ
て
、
死
亡
に
至
っ
た

ケ
ー
ス
が
全
国
で
47
件
に
上
っ

て
い
る
と
い
う
。
こ
の
背
景
に

あ
る
の
が
、
高
す
ぎ
る
国
保
料

と
窓
口
負
担
だ
。
例
え
ば
、
大

阪
の
寝
屋
川
市
で
は
所
得
２
０

０
万
円
の
４
人
家
族
世
帯
で
国

保
料
が
50
万
円
に
も
な
る
。
こ

れ
で
は
、
保
険
料
を
払
え
な
い

の
は
当
た
り
前
だ
。
何
と
か
生

活
費
を
削
っ
て
保
険
料
を
払
え

た
と
し
て
も
、
窓
口
負
担
が
３

割
で
は
、
医
療
機
関
へ
の
受
診

を
控
え
る
の
も
当
然
だ
。
国
保

料
が
こ
れ
ほ
ど
ま
で
に
上
が
っ

て
し
ま
っ
た
の
は
、
構
造
改
革

に
よ
る
も
の
だ
。
国
保
会
計
に

占
め
る
国
庫
支
出
の
割
合
が
84

年
の
49
・
８
％
か
ら
07
年
に
は

25
・
０
％
に
ま
で
削
減
さ
れ
て

い
る
（
図
２
）。
ま
た
、
大
企

業
の
リ
ス
ト
ラ
が
横
行
し
、
非

正
規
雇
用
が
拡
大
し
た
。
そ
の

結
果
、
国
保
加
入
者
に
占
め
る

無
職
者
、
低
所
得
者
の
割
合
が

急
増
し
た
。
無
職
者
や
低
所
得

者
が
増
え
れ
ば
、
保
険
料
が
払

え
な
い
人
が
増
え
る
。
保
険
料

の
収
納
率
が
下
が
れ
ば
、
市
町

村
は
保
険
料
を
上
げ
ざ
る
を
得

な
い
。
こ
う
し
た
悪
循
環
が
構

造
改
革
に
よ
っ
て
生
み
出
さ
れ

て
し
ま
っ
た
。

　

幸
原　

患
者
さ
ん
の
窓
口
負

担
だ
が
、
以
前
は
サ
ラ
リ
ー
マ

ン
本
人
や
老
人
は
窓
口
負
担
が

な
か
っ
た
。
そ
の
頃
は
患
者
さ

ん
も
多
か
っ
た
と
思
う
。
そ
れ

が
、
ず
っ
と
引
き
上
げ
ら
れ

て
、
患
者
さ
ん
が
気
軽
に
医
療

を
受
け
ら
れ
な
く
な
っ
て
い
る

（
図
３
）。
窓
口
負
担
の
軽
減

は
、
国
民
の
健
康
を
守
る
た
め

に
ぜ
ひ
実
施
す
べ
き
だ
。

　

加
藤　

民
主
党
は
国
保
に
つ

い
て
は
前
回
の
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト

か
ら
、
運
営
を
県
単
位
に
す
る

こ
と
で
解
決
す
る
と
し
て
い
る

が
、
政
令
市
な
ど
比
較
的
大
規

模
な
と
こ
ろ
で
も
、
国
保
財
政

は
逼
迫
し
て
お
り
、
広
域
化
で

現
在
の
国
保
が
抱
え
る
問
題
を

解
決
で
き
る
と
は
と
て
も
思
え

な
い
。
や
は
り
抜
本
的
な
国
の

支
援
と
、
大
企
業
に
正
規
雇
用

を
増
や
さ
せ
る
政
策
が
必
要
な

の
で
は
な
い
か
。

　

川
西　

確
か
に
、
鳩
山
政
権

は
多
く
の
国
民
の
期
待
を
裏
切

っ
た
が
、
自

公
政
権
と
比

べ
て
前
進
し

た
面
も
あ
る

と
私
は
思

う
。
例
え

ば
、
こ
れ
ま

で
自
民
党

が
、
官
僚
や

財
界
、
業
界

団
体
な
ど
と

一
体
と
な
っ

て
行
っ
て
き

た
利
権
政
治

を
白
日
の
下

に
さ
ら
し
た
の
は
成
果
だ
。
さ

ら
に
、
沖
縄
の
米
軍
普
天
間
基

地
移
設
問
題
で
も
、
沖
縄
県
民

だ
け
で
な
く
、
全
国
民
に
問
題

点
を
知
ら
せ
て
国
民
的
な
議
論

が
巻
き
起
こ
っ
た
の
は
、
結
果

的
に
で
は
あ
る
が
成
果
だ
。
こ

れ
ま
で
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
中
、
教
育
関

連
の
政
府
負
担
が
最
低
だ
っ
た

日
本
で
、
子
ど
も
手
当
て
や
高

校
授
業
料
の
無
償
化
を
行
っ
た

こ
と
は
評
価
で
き
る
。
自
公
政

権
で
は
絶
対
に
実
現
し
な
か
っ

た
政
策
だ
。

　

武
村　

わ
れ
わ
れ
が
長
年
運

動
し
て
き
た
こ
と
も
、
一
定
実

現
し
た
。
レ
セ
プ
ト
オ
ン
ラ
イ

ン
請
求
義
務
化
の
撤
回
、
ま
た

自
主
共
済
規
制
問
題
で
も
休
業

保
障
再
開
へ
の
展
望
が
も
て
る

保
険
業
法
改
正
案
が
ま
と
め
ら

れ
た
。

　

林
田　

事
業
仕
分
け
も
、

「
無
駄
遣
い
」
を
国
民
の
前
に

明
ら
か
に
し
た
と
い
う
点
で

は
、
評
価
し
て
も
い
い
の
で
は

な
い
か
。
国
民
は
民
主
党
が
こ

れ
ま
で
の「
政
官
財
の
癒
着
」に

メ
ス
を
入
れ
る
こ
と
を
期
待
し

て
い
る
。
な
か
な
か
進
ん
で
な

い
よ
う
に
見
え
る
が
、
こ
の
点

は
き
ち
ん
と
進
め
る
べ
き
だ
。

　

加
藤　

政
権
交
代
し
た
こ
と

は
よ
か
っ
た
と
思
う
。
高
校
授

業
料
の
実
質
無
償
化
は
私
も
賛

成
だ
。
し
か
し
、
米
軍
普
天
間

基
地
の
移
設
問
題
、
後
期
高
齢

者
医
療
制
度
の
即
時
廃
止
、
労

働
者
派
遣
法
の
改
正
な
ど
で
は

国
民
の
期
待
に
応
え
ら
れ
な
か

っ
た
。

菅
内
閣
の
成
長
戦
略
と

菅
内
閣
の
成
長
戦
略
と

消
費
税
増
税

消
費
税
増
税

　

林
田　

そ
の
理
由
の
一
つ
に

「
財
源
論
」
が
あ
げ
ら
れ
て
い

る
。
政
策
を
実
行
し
た
く
て
も

財
源
が
な
い
と
い
う
も
の
だ
。

　

武
村　

そ
こ
で
、
出
て
き
た

の
が
消
費
税
増
税
だ
。
昨
年
の

衆
院
選
で
は
、
民
主
党
は
４
年

間
は
消
費
税
を
上
げ
な
い
と
い

っ
て
い
た
。
そ
れ
が
、
菅
首
相

に
代
わ
っ
た
と
た
ん
に
消
費
税

を
上
げ
る
と
言
い
出
し
た
。
大

き
な
問
題
だ
。

　

川
西　

そ
も
そ
も
、
消
費
税

引
き
上
げ
論
議
の
前
に
や
る
べ

き
大
切
な
こ
と
が
あ
る
。
22
年

前
の
消
費
税
導
入
時
の
直
接
税

の
抜
本
改
善
も
、
あ
や
ふ
や
な

ま
ま
で
あ
る
。
大
企
業
の
内
部

留
保
の
問
題
や
事
業
仕
分
け
の

徹
底
、
税
の
使
わ
れ
方
の
透
明

性
を
高
め
る
、
議
員
や
各
種
特

殊
法
人
の
削
減
な
ど
を
解
決
し

加藤　擁一政策部長

司会

武村　義人副理事長

図２　国保会計の国庫負担と保険料

図３　病院・一般診療所の外来患者数の推移

「構造改革「構造改革」」路線と決別を路線と決別を政　策
座談会

て
か
ら
、
議
論
を
行
う
べ
き

だ
。

　

加
藤　

消
費
税
に
は
、
政
府

も
認
め
て
い
る
よ
う
に
逆
進
性

が
あ
る
。
低
所
得
者
層
の
所
得

に
占
め
る
消
費
税
の
割
合
は
高

所
得
者
層
よ
り
も
高
く
な
る
。

日
本
の
消
費
税
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

諸
国
に
比
べ
る
と
税
率
が
低
い

と
言
わ
れ
て
い
る
が
、
国
税
に

占
め
る
消
費
税
の
割
合
は
25
％

と
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
並
み
だ
。
こ

れ
は
、
日
本
で
は
あ
ら
ゆ
る
も

の
に
課
税
さ
れ
る
が
、
ヨ
ー
ロ

ッ
パ
で
は
非
課
税
の
範
囲
が
大

き
い
か
ら
だ
（
図
４
）。

　

武
村　

そ
れ
に
、
使
い
道
も

問
題
だ
。
こ
れ
ま
で
、
消
費
税

が
導
入
さ
れ
た
時
も
、
消
費
税

が
３
％
か
ら
５
％
に
引
き
上
げ

被用者保険国保

75歳

支援金
42.7％
支援金
42.7％

公　費
47％
公　費
47％

保険料
10.3％
保険料
10.3％

年　

齢

図１－Ⅰ　現行の後期高齢者医療制度
　　　　　75歳以上の医療給付費11.7兆円
　　　　　（2010年度予算ベース）

65歳

支援金
51％
支援金
51％

公　費
32％
公　費
32％

保険料
17％
保険料
17％

被用者保険国保

年　

齢

図１－Ⅱ　65歳以上全員国保加入案の厚労省試算
　　　　　65歳以上の医療給付費17兆円
　　　　　（2010年度予算ベース）
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ら
れ
た
と
き
も
、「
社
会
保
障

を
充
実
さ
せ
る
」
と
い
う
の
が

口
実
だ
っ
た
。
し
か
し
、
実
際

に
は
社
会
保
障
は
充
実
ど
こ
ろ

か
、
医
療
崩
壊
が
社
会
問
題
に

な
る
ま
で
破
壊
さ
れ
て
し
ま
っ

た
。
で
は
、
消
費
税
に
よ
っ
て

生
み
出
さ
れ
た
財
源
は
何
に
使

わ
れ
た
の
か
と
い
う
と
、
法
人

税
引
き
下
げ
だ
。
消
費
税
が
導

入
さ
れ
て
以
降
、
国
民
が
支
払

っ
た
消
費
税
は
２
２
４
兆
円
、

一
方
、
引
き
下
げ
ら
れ
た
法
人

税
は
２
０
８
兆
円
に
上
っ
て
い

る
（
図
５
）。

　

川
西　

さ
ら
に
、
経
済
学
者

か
ら
は
、
今
の
よ
う
に
国
民
の

消
費
が
冷
え
込
み
、
経
済
が
停

滞
し
て
い
る
状
況
で
消
費
税
を

引
き
上
げ
れ
ば
、
大
変
な
景
気

後
退
が
起
こ
る
と
指
摘
さ
れ
て

い
る
。
こ
う
し
た
観
点
か
ら
見

て
も
消
費
税
増
税
は
最
悪
の
選

択
だ
。
税
率
を
３
％
か
ら
５
％

に
上
げ
た
橋
本
元
首
相
で
す

ら
、
晩
年
に
間
違
い
だ
っ
た
と

発
言
し
て
い
る
。
今
と
当
時
の

経
済
環
境
は
非
常
に
似
て
い
る

と
思
う
。

　

加
藤　

国
民
か
ら
は
、「
せ

め
て
消
費
税
は
福
祉
目
的
税
に

し
て
ほ
し
い
」
と
い
う
声
が
上

が
る
が
、
菅
政
権
に
な
っ
て
発

表
さ
れ
た
「
新
成
長
戦
略
」
で

は
、
法
人
税
の
引
き
下
げ
が
盛

り
込
ま
れ
て
い
る
。「
目
的

税
」
に
し
た
と
し
て
も
、
得
ら

れ
た
財
源
そ
の
ま
ま
、
社
会
保

障
予
算
の
純
増
に
つ
な
が
る
と

は
言
え
な
い
。
こ
れ
ま
で
他
の

財
源
か
ら
手
当
て
さ
れ
て
い
た

分
が
減
ら
さ
れ
て
、
ト
ー
タ
ル

で
み
れ
ば
、
消
費
税
増
税
が
法

人
税
減
税
の
穴
埋
め
に
な
ら
ざ

る
を
得
な
い
。

　

武
村　

「
新
成
長
戦
略
」
は

危
険
だ
。
医
療
分
野
で
は
、
混

合
診
療
の
解
禁
や
メ
デ
ィ
カ
ル

ツ
ー
リ
ズ
ム
の
促
進
、
周
辺
業

務
へ
の
株
式
会
社
へ
の
参
入
な

ど
が
具
体
的
な
方
策
と
し
て
あ

が
っ
て
い
る
。

　

加
藤　

混
合
診
療
は
、
多
く

の
医
療
関
係
者
が
反
対
し
て
い

る
よ
う
に
国
民

皆
保
険
を
掘
り

崩
す
も
の
だ
。

所
得
の
格
差

が
、
受
け
ら
れ

る
医
療
の
格
差

を
生
む
制
度

だ
。
ま
た
、
安

全
性
や
普
遍
性

の
な
い
医
療
が

横
行
す
る
危
険

性
も
含
ん
で
い

る
。
混
合
診
療

は
小
泉
構
造
改

革
の
中
で
も
医
療
分
野
に
お
け

る
最
大
の
焦
点
の
一
つ
と
さ
れ

た
、
象
徴
的
な
政
策
だ
。
そ
れ

を
菅
政
権
は
行
う
と
言
っ
て
い

る
の
だ
か
ら
、
小
泉
構
造
改
革

路
線
と
の
決
別
を
訴
え
た
の
は

国
民
を
だ
ま
し
た
と
し
か
思
え

な
い
。

　

武
村　

民
主
党
は
医
療
費
を

Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
平
均
並
み
に
増
や
す

と
い
っ
て
い
る
が
、
ど
う
や
っ

て
増
や
す
の
か
と
い
う
中
身
も

大
切
だ
。
混
合
診
療
を
解
禁
し

た
り
、
保
険
外
診
療
の
拡
大
で

私
的
医
療
費
を
増
や
し
て
、
医

療
費
を
増
や
そ
う
と
い
う
の
で

は
ダ
メ
だ
。
き
ち
ん
と
公
的
医

療
費
支
出
を
増
や
す
必
要
が
あ

る
。

　

加
藤　

新
成
長
戦
略
の
問
題

点
は
ほ
か
に
も
あ
る
。
例
え

ば
、
日
本
の
内
需
拡
大
は
限
界

に
達
し
て
い
る
な
ど
と
し
て
、

大
企
業
の
輸
出
戦
略
を
支
え
る

た
め
に
法
人
税
引
き
下
げ
を
盛

り
込
ん
で
い
る
。

　

森
下　

国
際
競
争
力
を
強
化

す
る
た
め
と
い
う
が
、
現
在
で

も
日
本
の
大
企
業
は
連
結
納
税

制
度
や
研
究
開
発
減
税
な
ど

で
、
実
際
に
は
他
の
先
進
諸
国

と
比
べ
て
も
高
い
負
担
を
し
て

い
る
訳
で
は
な
い
し
、
企
業
の

社
会
保
険
料
負
担
は
、
ヨ
ー
ロ

ッ
パ
の
先
進
国
よ
り
も
か
な
り

低
い
（
図
６
）。

　

加
藤　

国
際
競
争
力
を
ラ
ン

ク
付
け
し
た
デ
ー
タ
に
よ
る

と
、
日
本
よ
り
も
大
企
業
の
負

担
が
重
い
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
を
は

じ
め
と
す
る
国
の
方
が
、
日
本

よ
り
国
際
競
争
力
が
高
い
と
言

わ
れ
て
お
り
、
政
府
や
財
界
の

主
張
に
は
根
拠
が
な
い
。

　

武
村　

そ
れ
に
、
企
業
は
こ

の
10
年
の
う
ち
に
内
部
留
保
を

倍
に
増
や
し
て
い
る
（
図

７
）。
こ
の
10
年
で
Ｇ
Ｄ
Ｐ
は

０
・
４
％
し
か
増
え
て
い
な
い

し
、
被
雇
用
者
賃
金
も
ず
っ
と

減
っ
て
い
る
。
こ
の
背
景
に

は
、
97
年
に
労
働
者
派
遣
法
を

改
悪
し
、
企
業
が
正
規
雇
用
を

リ
ス
ト
ラ
し
、
非
正
規
雇
用
を

増
や
す
こ
と
に
よ
っ
て
、
労
働

コ
ス
ト
を
切
り
下
げ
て
、
儲
け

を
蓄
え
て
き
た
こ
と
が
あ
る
。

　

川
西　

国
内
外
の

学
者
か
ら
は
、
企
業

の
行
き
過
ぎ
た
内
部

留
保
の
た
め
こ
み

が
、
長
引
く
不
景
気

の
原
因
だ
と
の
指
摘

も
あ
る
。
つ
ま
り
、

雇
用
者
の
賃
上
げ
や

正
規
雇
用
化
、
設
備

投
資
が
行
わ
れ
ず
、

そ
れ
が
内
需
拡
大
を

阻
ん
で
い
る
と
い
う

指
摘
で
あ
る
。
企
業

の
社
会
保
険
料
や
法
人
税
負
担

を
重
く
し
て
負
担
ば
か
り
さ
せ

る
の
で
は
な
く
、
企
業
に
雇
用

の
正
規
化
や
設
備
投
資
を
促
す

よ
う
な
補
助
金
や
減
税
の
制
度

を
考
え
出
す
べ
き
だ
。

　

森
下　

内
需
が
拡
大
し
な
い

の
は
、
国
民
の
将
来
不
安
が
あ

る
と
思
う
。
こ
の
間
の
社
会
保

障
の
切
り
捨
て
や
格
差
の
拡
大

に
よ
っ
て
、
消
費
が
温
ま
ら
な

普
天
間
基
地
の
解
決
は

普
天
間
基
地
の
解
決
は

無
条
件
撤
去
し
か
な
い

無
条
件
撤
去
し
か
な
い

　

加
藤　

鳩
山
首
相
が
退
陣
に

追
い
込
ま
れ
た
一
つ
の
理
由
に

普
天
間
基
地
移
設
問
題
が
あ
っ

た
。
結
局
、
現
行
案
を
さ
ら
に

後
退
さ
せ
る
内
容
に
な
っ
て
し

ま
っ
た
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は

ど
う
か
。

　

川
西　

こ
の
問
題
で
も
、
国

民
的
な
議
論
が
巻
き
起
こ
っ
た

の
は
政
権
交
代
に
よ
る
も
の
だ

と
思
う
。

　

武
村　

し
か
し
、
結
果
は
非

常
に
残
念
だ
。
そ
も
そ
も
米
軍

普
天
間
基
地
は
、
国
際
法
に
照

ら
し
て
も
違
法
な
、
戦
後
の
ど

さ
く
さ
に
ま
ぎ
れ
て
米
軍
が
強

制
的
に
沖
縄
の
人
々
の
土
地
を

奪
っ
て
建
設
し
た
基
地
だ
。
こ

れ
ま
で
の
沖
縄
の
人
々
の
苦
労

を
考
え
れ
ば
、
無
条
件
で
撤
去

す
る
必
要
が
あ
る
。
鳩
山
前
首

相
は
沖
縄
の
海
兵
隊
を
「
抑
止

力
」
な
ど
と
言
い
出
し
、
こ
の

考
え
は
菅
内
閣
に
も
受
け
継
が

れ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
大
嘘

だ
。
沖
縄
の
海
兵
隊
は
１
年
の

う
ち
の
大
半
を
中
東
に
派
遣
さ

れ
て
い
る
「
殴
り
こ
み
」
部
隊

だ
。
ほ
と
ん
ど
沖
縄
に
い
な
い

部
隊
が
抑
止
力
な
ど
と
い
う
の

は
、
国
民
を
欺
く
詭
弁
だ
。

　

加
藤　

菅
首
相
も
「
日
米
合

意
を
尊
重
す
る
」
な
ど
と
し

て
、
沖
縄
県
民
の
合
意
を
得
る

つ
も
り
は
な
く
、「
日
米
合

意
」
を
押
し
つ
け
る
立
場
に
変

わ
り
な
い
。
首
相
が
代
わ
っ
て

も
、
こ
の
問
題
は
な
に
も
解
決

し
て
い
な
い
。
全
国
の
ど
こ
も

受
け
入
れ
は
で
き
な
い
の
だ
か

ら
、
無
条
件
撤
去
を
掲
げ
て
ア

メ
リ
カ
と
交
渉
す
べ
き
だ
。
参

議
院
選
挙
で
も
大
き
な
争
点
に

し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

真
の「
第
３
極
」を

真
の「
第
３
極
」を

見
極
め
て

見
極
め
て

　

加
藤　

今
回
の
選
挙
で
は
、

新
党
が
乱
立
し
て
い
る
よ
う
だ

が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
評
価
は
ど
う

か
。

　

武
村　

み
ん
な
の
党
、
た
ち

あ
が
れ
日
本
、
新
党
改
革
、
日

本
創
新
党
な
ど
、
政
策
を
見
て

み
る
と
ほ
と
ん
ど
自
民
党
と
変

わ
ら
な
い
と
い
う
印
象
だ
。

「
構
造
改
革
」
が
ま
だ
足
り
な

い
、
消
費
税
を
上
げ
る
、
法
人

税
は
引
き
下
げ
る
、
日
米
同
盟

を
堅
持
強
化
す
る
、
憲
法
を
改

定
す
る
な
ど
、
ど
の
党
に
も
共

通
し
て
い
る
。

　

加
藤　

自
民
党
が
下
野
し
、

国
民
の
期
待
を
一
身
に
受
け
た

民
主
党
だ
が
、
国
民
の
期
待
を

裏
切
っ
た
。
自
民
も
民
主
も
イ

ヤ
と
い
う
２
大
政
党
に
不
満
を

持
つ
国
民
の
受
け
皿
と
し
て
登

場
し
、
そ
れ
な
り
の
支
持
を
集

め
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。
し

か
し
、
実
際
は
小
泉
自
民
党
の

衣
を
替
え
た
だ
け
。「
構
造
改

革
」
を
も
っ
と
や
ろ
う
と
い
う

政
策
に
国
民
の
支
持
が
集
ま
っ

て
い
る
と
は
思
え
な
い
。

　

森
下　

や
は
り
、
一
言
で

「
第
３
極
」
と
い
っ
て
も
、
政

策
を
よ
く
見
て
投
票
す
る
必
要

が
あ
り
そ
う
だ
。

　

加
藤　

政
策
を
見
る
と
き
の

視
点
だ
が
、
や
は
り
小
泉
「
構

造
改
革
」
の
大
企
業
優
先
、
医

療
、
福
祉
の
切
り
捨
て
と
い
う

路
線
と
き
ち
ん
と
決
別
す
る
政

策
を
掲
げ
て
い
る
と
い
う
こ
と

と
、
異
常
と
も
言
え
る
ア
メ
リ

カ
べ
っ
た
り
の
政
治
を
切
り
替

え
る
こ
と
が
で
き
る
か
と
い
う

こ
と
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
大

企
業
に
モ
ノ
を
言
え
る
政
党
を

選
ぶ
必
要
が
あ
る
。

　

川
西　

そ
の
た
め
に
も
、
各

党
の
政
策
を
よ
く
見
て
、
棄
権

す
る
こ
と
な
く
み
ん
な
で
投
票

に
行
こ
う
。

林田　英隆 理事

森下　順彦 理事

川西　敏雄 理事

幸原　久 監事

図５　消費税は法人税の穴埋めに

図６　日本の企業負担率は先進国最低
　　　（民間企業の税・社会保険料負担の対GDP比）

図７　内部留保は98年以降に急増
　　　（資本金全規模）

い
の
だ
。
そ
の
意
味
で
も
、
協

会
が
か
ね
て
か
ら
指
摘
し
て
い

る
よ
う
に
、
大
企
業
が
内
部
留

保
の
一
部
を
活
用
し
て
、
正
規

雇
用
を
増
や
し
、
賃
金
を
上
げ

て
、
国
民
の
財
布
を
温
め
る
こ

と
と
、
内
部
留
保
を
溜
め
込
む

体
力
の
あ
る
大
企
業
か
ら
法
人

税
や
社
会
保
険
料
を
と
っ
て
、

社
会
保
障
費
に
あ
て
る
こ
と
が

求
め
ら
れ
て
い
る
と
思
う
。

　

幸
原　

ア
メ
リ
カ
に
も
の
が

言
え
な
い
と
い
う
点
で
は
、
経

済
的
に
も
同
じ
だ
。
小
泉
構
造

改
革
で
は
、
ア
メ
リ
カ
財
界
と

ア
メ
リ
カ
政
府
の
要
求
で
、
多

く
の
国
有
資
産
を
市
場
に
売
り

出
し
た
。
郵
政
民
営
化
も
国
民

の
資
産
を
ア
メ
リ
カ
の
銀
行
や

保
険
会
社
に
渡
す
も
の
だ
。
ま

た
、
保
団
連
が
行
っ
て
い
る

「
保
険
医
休
業
保
障
制
度
」
が

保
険
業
法
の
改
悪
で
募
集
停
止

に
な
っ
た
の
も
、
日
米
の
保
険

会
社
が
市
場
拡
大
の
た
め
に
政

府
に
要
請
し
て
行
っ
た
も
の

だ
。
ア
メ
リ
カ
に
「
Ｎ
Ｏ
」
と

言
え
る
政
治
に
変
え
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。

図４　ヨーロッパ並みの消費税収入の割合
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支　　部　　の　　催　　物　　案　　内支　　部　　の　　催　　物　　案　　内
■明石支部■納涼懇親会
日　時　７月17日（土）18時～
会　場　展望レストランシーフード浦活
内　容　 明石海峡を望むテラスで海

鮮バーベキュー！
会　費　5000円（小人3000円）

■姫路・西播支部■第25回支部総会
日　時　７月31日（土）14時～
会　場　姫路商工会議所
記念講演　健康維持に役立つ運動
 ～医師・歯科医師からのアドバイス
講　師　八家診療所　八家伸方先生
　　　　つだ歯科医院 津田賢治先生
※終了後、懇親会（無料）

■北摂・丹波支部■第22回支部総会
日　時　７月31日（土）18時～
会　場　三田市キッピーモール
記念企画　落語
噺　家　西松央一先生（寿亭　茆町）
出囃子　山本篤先生（三木市）ほか
※終了後、懇親会（無料）　

■北阪神支部■経営対策研究会
日　時　７月31日（土）14時～
会　場　いたみホール５Ｆ会議室１
テーマ　 医院に活力
　　　　就業規則のつくり方
講　師　桂労務社会保険総合事務所
　　　　桂　好志郎氏

　

第
22
回
参
議
院
選
挙
が
間
近

に
迫
っ
て
き
た
。

　

現
与
党
の
主
力
で
あ
る
民
主

党
は
、
前
政
権
の
不
評
を
は
ね

返
す
べ
く
前
首
相
と
前
幹
事
長

の
首
を
す
げ
替
え
て
、
世
論
の

反
応
を
み
た
。
結
果
は
Ｖ
字
型

に
２
倍
以
上
の
支
持
を
得
た
。

こ
れ
を
バ
ネ
に
し
て
国
会
や
予

算
委
員
会
を
ほ
ご
に
し
て
、
野

党
攻
勢
で
ぼ
ろ
が
出
る
の
を
恐

れ
て
、
選
挙
に
突
き
進
ん
だ
。

　

し
か
し
、
本
音
の
一
部
が
出

た
。
そ
れ
が
消
費
税
の
10
％
値

上
げ
で
あ
ろ
う
。
自
民
党
案
と

同
一
で
あ
る
と
言
い
逃
れ
を
し

て
い
る
。
菅
首
相
の
政
治
戦
略

と
詭
弁
の
巧
み
さ
に
騙
さ
れ
な

い
だ
け
の
見
識
を
、
国
民
は
備

え
て
い
る
。
世
論
の
移
ろ
い
や

す
さ
も
知
っ
て
い
る
。

　

世
論
を
代
弁
し
て
い
る
と
称

す
る
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
が
、
選
挙

の
動
向
を
左
右
す
る
の
は
当
然

で
あ
る
が
、
無
作
為
に
選
ん
だ

国
民
の
ほ
ん
の
ひ
と
握
り
に
、

電
話
か
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
通

じ
て
ア
ン
ケ
ー
ト
を
行
い
、
集

計
し
、
そ
の
結
果
が
日
本
の
国

政
に
重
大
な
影
響
を
及
ぼ
す
と

は
、
末
恐
ろ
し
い
こ
と
で
は
な

い
だ
ろ
う
か
。

　

選
挙
権
を
有
す
る
国
民
一
人

ひ
と
り
が
、
自
分
が
政
治
を
行

う
な
ら
ば
、
ど
う
す
る
か
と
い

う
自
己
の
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
を
頭

に
え
が
き
、
各
党
の
提
案
す
る

も
の
と
比
べ
、
紙
面
に
お
ど
る

甘
言
に
惑
わ
さ
れ
な
い
よ
う

に
、
投
票
に
向
か
う
べ
き
で
あ

ろ
う
。

　

民
主
党
に
政
権
が
変
わ
り
、

世
の
中
も
少
し
変
化
が
起
こ
っ

て
い
る
。
し
か
し
、
総
理
大
臣

が
短
期
間
で
変
わ
る
現
象
は
ま

だ
続
い
て
い
る
。
参
議
院
選
挙

で
は
民
意
が
ど
の
よ
う
に
反
映

さ
れ
る
の
で
あ
ろ
う
か
。

　

参
議
院
に
は
解
散
が
な
く
、

任
期
満
了
（
６
年
）
に
よ
り
選

挙
が
行
わ
れ
る
。
３
年
ご
と
に

半
数
が
入
れ
替
わ
る
よ
う
憲
法

で
定
め
ら
れ
て
い
る
の
で
、
今

回
選
出
さ
れ
た
状
態
は
少
な
く

と
も
３
年
間
は
継
続
さ
れ
る
。

　

医
療
分
野
に
関
し
て
、
民
主

党
政
権
に
よ
る
診
療
報
酬
の
改

定
が
先
日
行
わ
れ
た
。
よ
い
変

化
と
な
る
の
か
ど
う
か
実
感
が

も
て
な
い
。

　

近
ご
ろ
、
国
、
県
レ
ベ
ル
で

医
師
免
許
を
持
っ
た
技
官
が
大

量
に
次
々
と
退
職
し
て
い
る
よ

う
で
あ
る
。
昨
年
ぐ
ら
い
か
ら

顕
在
化
し
た
。
こ
れ
も
政
権
交

代
に
よ
る
変
化
な
の
で
あ
ろ
う

か
。

　

ほ
と
ん
ど
一
般
臨
床
か
ら
離

れ
て
、
実
質
的
な
医
療
行
政
を

行
っ
て
い
た
人
た
ち
で
あ
る
。

今
ま
で
は
、
医
療
行
政
分
野
で

定
年
ま
で
勤
務
さ
れ
た
り
、
本

当
の
彼
ら
の
専
門
で
あ
る
疫

学
、
公
衆
衛
生
、
母
子
保
健
、

精
神
保
健
、
看
護
、
福
祉
、
文

科
系
の
大
学
の
教
官
、
議
員
に

な
っ
て
い
た
人
た
ち
で
あ
る
。

な
か
に
は
、
病
院
医
療
の
経
営

を
さ
れ
て
い
る
人
も
い
る
ら
し

い
。
な
ぜ
、
彼
ら
は
リ
ス
ク
を

伴
う
変
化
を
求
め
た
の
で
あ
ろ

う
か
。

　

医
療
は
今
ま
で
専
門
職
で
あ

っ
た
。
国
、
県
レ
ベ
ル
で
は
文

官
と
専
門
職
集
団
と
の
調
整
目

的
で
雇
用
さ
れ
て
い
た
人
が
、

実
際
に
不
必
要
で
あ
っ
た
の
か

は
よ
く
わ
か
ら
な
い
。
し
か
し

政
権
交
代
で
、
今
ま
で
転
職
を

あ
ま
り
意
識
し
な
か
っ
た
人
た

ち
に
変
化
を
与
え
て
い
る
こ
と

も
事
実
で
あ
る
。

　

参
議
院
は
解
散
が
な
い
。
社

会
を
支
え
る
医
療
、
福
祉
の
こ

と
を
、
机
の
上
だ
け
で
な
く
、

現
場
の
意
見
も
取
り
入
れ
て
じ

っ
く
り
と
議
論
し
て
ほ
し
い
。

　

医
師
免
許
を
持
っ
た
議
員
が

増
え
る
こ
と
は
い
い
こ
と
と
思

う
。
医
療
分
野
は
幅
が
広
く
専

門
以
外
の
こ
と
は
わ
か
り
に
く

い
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
、

医
療
現
場
、
教
育
、
基
礎
医

学
、
臨
床
医
学
の
専
門
分
野
で

業
績
を
あ
げ
て
こ
ら
れ
た
人
た

ち
だ
か
ら
、
お
互
い
に
専
門
家

と
し
て
尊
重
し
あ
い
議
論
し
て

ほ
し
い
。
専
門
家
で
し
か
で
き

な
い
と
い
う
わ
け
で
は
な
く
、

い
ろ
い
ろ
と
判
断
、
実
行
す
る

こ
と
が
重
要
と
思
う
。

投
稿
特
集　
　
　

投
稿
特
集　
　
　

「
投
票
へ
行
こ
う
」

「
投
票
へ
行
こ
う
」

世
論
と
選
挙高

砂
市　
　

岡
部
桂
一
郎

参
院
選　

参
院
選　

　

特
集

　

特
集

現
場
の
意
見
も
交
え
て

医
療
、
福
祉
の
議
論
を

た
つ
の
市　
　

高
森　

信
岳

　

姫
路
・
西
播
支
部
は
６
月
17

日
、
姫
路
じ
ば
さ
ん
び
る
で
他

科
を
知
る
会
「
超
早
期
乳
が
ん

を
見
つ
け
よ
う
〜
乳
腺
外
来
と

の
連
携
」
を
開
催
し
、
25
人
が

参
加
し
た
。
姫
路
市
の
「
に
し

は
ら
乳
腺
ク
リ
ニ
ッ
ク
」
院
長

の
西
原
徳
光
先
生
が
講
師
を
務

め
た
。
参
加
者
の
感
想
文
を
紹

介
す
る
。

　

近
年
、
女
性
の
が
ん
で
増
加

し
て
い
る
乳
が
ん
。
西
原
先
生

の
講
義
は
、
乳
が
ん
に
関
す
る

デ
ー
タ
の
解
説
か
ら
始
ま
り
、

マ
ン
モ
グ
ラ
フ
ィ
ー
等
の
画
像

を
含
め
た
症
例
の
提
示
、
確
定

を
感
じ
な
い
こ
と
が
多
い
ら
し

く
、
改
め
て
マ
ン
モ
グ
ラ
フ
ィ

ー
併
用
の
検
診
受
診
と
、
そ
の

画
像
所
見
を
正
確
に
診
断
で
き

る
乳
腺
専
門
医
の
重
要
性
を
感

じ
ま
し
た
。 診

断
に
必
要
な
生
検

方
法
の
説
明
な
ど
充

実
し
た
も
の
で
し

た
。

　

乳
が
ん
に
つ
い
て

の
デ
ー
タ
の
中
で
印

象
的
だ
っ
た
の
は
、

現
在
の
罹
患
率
が
女

性
の
18
人
に
１
人
で

あ
る
こ
と
、
腫
瘍
を

１
㎝
以
下
の
状
態
で

発
見
し
て
治
療
す
れ

ば
、
術
後
10
年
生
存

率
が
91
％
で
あ
る
こ

と
の
２
点
で
し
た
。

　

と
こ
ろ
が
、
腫
瘍

が
１
㎝
以
下
で
は
、

他
自
覚
的
に
し
こ
り

　

ま
た
乳
腺
の
組
織
診
断
は
、

他
の
部
位
に
比
べ
難
し
い
た

め
、
臨
床
医
の
診
断
時
の
印
象

や
生
検
時
の
感
覚
を
病
理
医
に

伝
え
る
こ
と
が
肝
要
で
あ
る
、

と
い
う
話
も
興
味
深
い
も
の
で

し
た
。

　

他
に
も
貴
重
な
知
識
を
い
ろ

い
ろ
と
教
え
て
い
た
だ
き
ま
し

た
が
、
講
義
を
通
じ
て
感
じ
た

の
は
、「
乳
が
ん
で
亡
く
な
る

人
を
一
人
で
も
減
ら
し
た
い
」

と
い
う
先
生
の
熱
意
で
し
た
。

　

私
は
検
診
を
す
る
こ
と
は
で

き
ま
せ
ん
が
、
乳
が
ん
の
危
険

因
子
と
な
る
よ
う
な
食
生
活
や

生
活
習
慣
を
啓
蒙
す
る
こ
と

や
、
乳
が
ん
を
疑
う
症
状
（
乳

房
痛
も
含
ま
れ
る
の
は
驚
き
で

し
た
）
が
あ
れ
ば
、
乳
腺
専
門

医
に
紹
介
す
る
こ
と
で
、
乳
が

ん
の
死
亡
率
だ
け
で
な
く
罹
患

率
も
減
ら
す
こ
と
に
協
力
で
き

た
ら
、
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

最
後
に
女
性
と
し
て
の
本
音

を
言
え
ば
、
乳
が
ん
検
診
が
さ

ら
に
苦
痛
の
少
な
い
検
査
に
な

る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

 

【
姫
路
市　

佐
谷
か
ほ
り
】

　

協
会
も
加
盟
す
る
兵
庫
県
社

会
保
障
推
進
協
議
会
（
県
社
保

協
、
会
長
は
武
村
義
人
協
会
副

理
事
長
）
の
神
戸
市
協
議
会

が
、
毎
年
神
戸
市
各
区
で
行
っ

て
い
る
神
戸
市
国
保
相
談
会
に

多
数
の
市
民
が
押
し
寄
せ
、
相

談
ま
で
１
時
間
待
ち
と
な
る
会

場
が
続
出
し
た
。

　

相
談
会
は
住
民
税
や
国
保
保

険
料
が
通
知
さ
れ
る
こ
の
時
期

に
あ
わ
せ
て
行
っ
て
い
る
も
の

で
、
今
年
で
４
回
目
。
６
月
16

日
か
ら
25
日
ま
で
の
間
に
、
市

内
の
べ
19
会
場
で
、
各
区
の
社

保
協
が
市
民
か
ら
の
相
談
に
応

じ
た
。
寄
せ
ら
れ
た
相
談
件
数

は
市
全
体
で
４
４
９
件
で
、
昨

年
を
１
０
０
件

以
上
、
上
回
っ

た
。

　

確
定
申
告
を

し
て
い
な
い
た

め
に
住
民
税
や

国
保
保
険
料
が

高
く
な
っ
て
い

る
事
例
や
「
介

護
保
険
料
が
高

す
ぎ
る
」
と
の

声
、「
失
業
し

た
の
に
前
年
所

得
に
か
け
ら
れ

る
の
で
保
険
料

が
払
え
な
い
」

な
ど
の
労
働
問
題
を
含
め
た
相

談
が
寄
せ
ら
れ
、
多
く
の
相
談

者
の
税
金
や
保
険
料
の
負
担
が

軽
減
で
き
る
こ
と
が
明
ら
か
と

な
っ
た
。

　

同
会
の
大
杖
哲
司
事
務
局
長

は
「
政
権
交
代
後
も
、
市
民
の

生
活
が
ま
す
ま
す
困
難
に
な
っ

て
い
る
こ
と
の
反
映
で
は
な
い

か
」
と
し
て
い
る
。

　

相
談
内
容
で
特
徴
的
な
も
の

は
「
前
年
ま
で
は
住
民
税
が
非

課
税
だ
っ
た
た
め
に
、
寡
婦
で

も
確
定
申
告
し
て
い
な
か
っ

た
。
今
年
は
課
税
に
な
り
、
介

護
保
険
料
も
高
く
な
っ
た
」
な

ど
の
事
例
で
、
確
定
申
告
で
寡

婦
控
除
を
行
っ
て
住
民
税
が
非

課
税
に
な
れ
ば
、
国
保
保
険
料

も
介
護
保
険
料
も
下
が
る
こ
と

が
わ
か
っ
た
。
ま
た
、
障
害
者

手
帳
を
持
っ
て
い
る
が
、
若
い

と
き
の
認
定
の
ま
ま
で
、
高
齢

化
に
よ
り
障
害
が
重
く
な
っ
て

い
る
と
み
ら
れ
る
事
例
も
あ
っ

た
。

　

今
年
４
月
か
ら
新
設
さ
れ

た
、
失
業
し
た
場
合
の
国
保
保

険
料
計
算
の
減
免
規
定
に
該
当

す
る
と
み
ら
れ
る
相
談
も
あ
っ

た
。
同
規
定
は
、
失
業
し
た
場

合
は
前
年
の
所
得
を
30
％
ま
で

カ
ッ
ト
し
て
保
険
料
を
計
算
す

る
特
例
だ
が
、
自
己
都
合
に
よ

る
離
職
は
対
象
外
で
、
離
職
理

由
に
よ
っ
て
は
対
象
に
な
ら
な

い
。

　

「
長
時
間
労
働
に
耐
え
ら
れ

ず
自
己
都
合
で
退
職
し
た
が
、

な
ん
と
か
な
ら
な
い
か
」
と
の

相
談
も
あ
り
、「
過
度
な
時
間

外
労
働
」
は
「
正
当
な
理
由
の

あ
る
自
己
都
合
退
職
」
と
な
り

減
免
対
象
に
な
る
た
め
、
自
己

都
合
で
も
内
容
を
よ
く
確
認

し
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
で
認
定
し

て
も
ら
う
こ
と
が
必
要
な
ど

と
、
相
談
者
は
ア
ド
バ
イ
ス
し

た
。

　

同
会
と
各
区
社
保
協
に
は
、

協
会
神
戸
支
部
が
参
加
し
て
い

る
。

乳がん予防についての質問応答が行われた

丁寧に相談に応じた（６月19日、長田区会場）求　

人

◇
歯
科
医
師

◇
勤
務
地　

豊
岡
市
立
野

２
０
０―

７
（
Ｊ
Ｒ
豊
岡

駅
徒
歩
10
分
）

◇
条　

件　

経
験
２
年
以

上
、
２
年
ぐ
ら
い
勤
務
可

能
な
方
（
短
期
間
で
も
す

ぐ
な
ら
可
）

◇
委
細
面
談
の
う
え

◇
お
問
い
合
わ
せ
は
、

☎
078―

393―

１
８
０
９　

協
会　

松
村
ま
で

他科を知る会他科を知る会姫路・西播支部姫路・西播支部

感

想

文

連携で乳がん
早期発見を

社保協神戸市協議会

国保相談会に市民が行列
「国保料高すぎる」
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み
や
す
い
よ
う
に
固
め
て
き
て

ほ
し
い
」
と
命
じ
ら
れ
て
、
伊

弉
諾
尊
と
伊
弉
冉
尊
の
二
神
が

天
上
の
「
天
の
浮
橋
（
あ
め
の

う
き
は
し
）」
に
立
ち
、「
天
の

沼
矛
（
あ
め
の
ぬ
ぼ
こ
）」
を

も
っ
て
青
海
原
を
か
き
回
し
ま

し
た
。
そ
の
矛
（
ほ
こ
）
を
引

　

高
速
道
路
の
津
名
一
宮
イ
ン

タ
ー
を
降
り
て
車
で
西
に
５
分

ほ
ど
の
淡
路
市
多
賀
に
、
伊
弉

諾
神
宮
（
い
ざ
な
ぎ
じ
ん
ぐ

う
）
が
あ
り
ま
す
。
国
生
み
神

話
の
伊
弉
諾
尊
（
い
ざ
な
ぎ
の

み
こ
と
）
と
伊
弉
冉
尊
（
い
ざ

な
み
の
み
こ
と
）
の
二
神
が
祭

ら
れ
て
い
ま
す
。
日
本
書
紀
に

は
、
最
初
に
お
生
み
に
な
ら
れ

た
淡
路
島
の
多
賀
の
地
に
、
老

後
、「
幽
宮
（
か
く
り
の
み

や
）」
を
構
え
て
余
生
を
過
ご

さ
れ
た
と
記
さ
れ
て
い
ま
す
。

そ
の
御
住
居
跡
に
御
陵
が
営
ま

れ
、
聖
地
と
し
て
最
古
の
神
社

が
創
始
さ
れ
た
の
が
起
源
で

す
。

　

古
事
記
、
日
本
書
紀
に
よ
る

と
、
高
天
原
（
た
か
あ
ま
は

ら
）
の
神
様
た
ち
か
ら
「
下
界

が
ど
ろ
ど
ろ
し
て
い
る
の
で
住

自 慢自 慢

地 
元
自 慢自 慢自 慢自 慢

私
の

⑥
★★

伊
い ざ な ぎ

弉諾神宮と
「おのころ島」
淡路支部　粟田　哲司

き
上
げ
た
と

き
に
、
矛
の

先
か
ら
塩
の

滴
が
ぽ
た
ぽ

た
と
し
た
た

り
、
積
も
り

固
ま
り
、
や

が
て
塩
の
球

と
な
り
ま
し

た
。
こ
の
球

は
、
お
の
ず

か
ら
、
こ
ろ

こ
ろ
と
転
が

る
の
で
、「
お

の
こ
ろ
島
」

と
名
付
け
ら

れ
ま
し
た
。

国生み神話の二神を祀る

　

こ
の
「
お
の
こ
ろ
島
」
で
伊

弉
諾
尊
と
伊
弉
冉
尊
は
結
婚
し

て
夫
婦
と
な
り
、
最
初
に
出
産

し
た
子
ど
も
（
島
）
が
淡
路
島

と
書
か
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
こ

と
よ
り
、「
お
の
こ
ろ
島
」
と

淡
路
島
は
別
の
島
と
い
う
こ
と

に
な
り
ま
す
。

　

そ
れ
で
は
「
お
の
こ
ろ
島
」

は
ど
こ
で
し
ょ
う
。
淡
路
島
周

辺
の
ど
こ
か
の
島
が
お
の
こ
ろ

島
と
し
て
神
話
に
物
語
ら
れ
た

と
思
わ
れ
ま
す
が
、
諸
説
定
ま

っ
て
い
ま
せ
ん
。
勾
玉
（
ま
が

た
ま
）
の
形
を
し
た
淡
路
島
南

端
の
沼
島
（
ぬ
し
ま
）
を
有
力

視
す
る
説
が
あ
り
ま
す
。
近
く

に
は
天
の
沼
矛
で
か
き
回
し
た

伝
承
を
彷
彿
と
さ
せ
る
鳴
門
海

峡
の
渦
潮
が
あ
り
、
ロ
マ
ン
を

感
じ
さ
せ
る
説
で
す
。

パリエット錠の減点事例
〈患者〉国保、73歳・女性
〈診療年月〉2009年10月
〈傷病名並びに診療開始月〉
　気管支喘息、鉄欠乏性貧血、慢性胃
炎、下痢症　09年９月
　急性上気道炎（治癒）、逆流性食道炎
　09年10月
〈実日数〉３日
〈請求内容〉

（12）再診料 71×３
　　　外来管理加算 52×３
（13）特定疾患療養管理料 225×２
　　　薬剤情報提供料 10×３
（21）＊コフノール錠15㎎３錠 ２×42
　　　＊ ユニコン錠200 200㎎１錠

シングレア錠10㎎１錠 29×42
　　　＊フェルム・カプセル305㎎１Ｃ
 １×42
　　　＊ ラックピー微粒Ｎ１％６ｇ

フェンラーゼカプセル３Ｃ
 ６×42
　　　＊ガスポート錠10㎎１錠 １×14
　　　＊パリエット錠10㎎１錠 18×14
　　　＊セフゾンカプセル100㎎３Ｃ
 24×３
（23）アドエア250ディスカス
　　　60プリスター１キット 734×２
（25）特定疾患処方管理加算 18×２

〈減点内容〉
　パリエット錠10㎎　１錠　18×14→０
〈主治医コメント〉
　喘息、胃腸症状で９月より診療してい
ます。10月16日に胃症状悪化のためガス
ポート（10）１Ｔを追加。10月30日受診
時、胸焼け感が強いため、逆流性食道炎
と診断、同日よりパリエット（10）１Ｔ
開始しています（ガスポートは中止）。
今回、このパリエットが「過剰」と判断
されたようですが、「パリエット開始
日」のコメントを記載する必要があった
のでしょうか。逆流性食道炎の病名が10
月30日からだったのでコメントは記入し
ませんでした。
〈協会コメント〉
　「パリエット錠」と「ガスポート錠」
が重複して投与されているのではないか
ということを問題にして査定されたもの
と考えられますが、先生がコメントされ
ているように、10月30日に「逆流性食道
炎」に対する「ガスポート錠」を中止し
て、「慢性胃炎」に対する「パリエット
錠」を投与された経過は、投与日数をみ
ても明らかであり、不当な減点であると
考えます。また、いきなり査定するので
はなく、医療機関に照会すべきであると
も考えます。
　経過を記載してぜひ再審査請求してく
ださい。

日　時　７月24日（土）14時30分～
会　場　CSネットパソコン教室三宮駅前校
講　師　松田正廣税理士
PCインストラクター　花房　孝英氏
参加費　7000円
 （医経研会員はPC使用料1000円のみ）
定　員　24人（先着順）

お問い合わせは、 　　　　　
　☎078－393－1817山田まで

●医院経営研究会 ７月例会

パソコンで　　　パソコンで　　　
ガッチリ日常記帳ガッチリ日常記帳

「「保険医年金保険医年金」」の加入受付は締め切りましたの加入受付は締め切りました
多数のご加入ありがとうございました多数のご加入ありがとうございました

※今回ご加入の取り扱いは以下のとおりです。

▶制度の発足　９月１日
▶「月払」初回保険料の引き去り 
　 ＳＭＢＣファイナンスによる自動振替（旧診療報酬引去）の方は８月６日、協会か
らの銀行口座自動振替ご指定の方は８月25日。

▶「一時払」の保険料振り込み 
　協会指定口座へ８月10日までにお振り込みください（７月初旬に改めてご案内）。

▶「保険医年金」加入者証の送付 
　11月末までに生保会社の担当社員を通じてお届けします。

　

６
月
６
日
に
開
催
さ
れ
た
歯

科
定
例
研
究
会
の
感
想
文
を
掲

載
す
る
。（
１
面
関
連
記
事
）

　

昨
年
の
８
月
に
当
院
の
発
表

し
た
講
演
の
中
で
、
谷
口
先
生

に
つ
い
て
少
し
紹
介
さ
せ
て
い

た
だ
き
、
そ
の
ご
縁
で
今
回
の

谷
口
先
生
の
ご
講
演
が
実
現
し

た
こ
と
を
お
聞
き
し
、
大
変
嬉

し
く
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　

谷
口
先
生
は
、
私
が
２
０
０

６
年
に
受
験
し
ま
し
た
歯
周
病

学
会
認
定
歯
科
衛
生
士
試
験
の

試
験
官
で
、
そ
の
発
表
し
た
症

例
に
対
し
、
ブ
ラ
ッ
シ
ン
グ
で

歯
肉
は
鍛
え
ら
れ
る
こ
と
な
ど

を
教
え
て
い
た
だ
き
、
今
回
の

ご
講
演
が
大
変
楽
し
み
で
し

た
。

　

ブ
ラ
ッ
シ
ン
グ
で
歯
肉
が
変

化
し
て
い
く
こ
と
は
日
々
の
診

療
で
実
感
し
て
い
ま
す
が
、
患

者
さ
ん
に
と
っ
て
も
自
分
の
ブ

ラ
ッ
シ
ン
グ
の
力
で
治
癒
し
て

い
く
こ
と
は
喜
び
で
あ
り
、
励

み
に
も
な
っ
て
い
る
こ
と
と
思

い
ま
す
。

　

歯
周
治
療
に
お
い
て
歯
科
衛

生
士
の
担
う
役
割
は
大
き
く
、

ス
ケ
ー
リ
ン
グ
な
ど
の
技
術
は

も
ち
ろ
ん
、
食
生
活
な
ど
の
生

活
習
慣
へ
の
指
導
も
重
要
で

す
。

　

生
活
習
慣
か
ら
習
癖
を
知
る

こ
と
が
で
き
れ
ば
、
咬
合
の
問

題
に
気
付
く
こ
と
も
で
き
ま

す
。
ブ
ラ
キ
シ
ズ
ム
の
症
例
は

大
変
衝
撃
的
で
、
患
者
さ
ん
の

体
の
不
調
に
咬
合
が
関
与
し
て

い
る
可
能
性
も
あ
る
と
い
う
こ

と
を
、
も
っ
と
意
識
し
て
患
者

さ
ん
に
接
し
て
い
け
れ
ば
、
よ

り
患
者
さ
ん
の
口
腔
内
の
健
康

か
ら
全
身
の
健
康
に
つ
な
げ
て

い
け
る
の
で
は
な
い
か
と
思
い

ま
し
た
。

　

当
院
で
は
、
メ
ン
テ
ナ
ン
ス

の
ほ
と
ん
ど
は
歯
科
衛
生
士
が

診
て
い
ま
す
。
最
後
の
「
患
者

さ
ん
を
リ
ピ
ー
ト
し
て
診
て
い

く
こ
と
が
で
き
る
の
は
、
看
護

師
や
保
健
師
で
は
な
く
歯
科
衛

生
士
だ
け
で
あ
る
」
と
聞
い

て
、
改
め
て
歯
科
衛
生
士
と
い

う
仕
事
に
や
り
が
い
を
感
じ
ま

し
た
。
こ
れ
か
ら
も
ま
た
が
ん

ば
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。

【
淡
路
市
・
楠
歯
科
医
院

 

歯
科
衛
生
士　

黒
谷　

智
美
】

　

薬
科
部
は
６
月
12
日
に
県
学

校
厚
生
会
館
で
、
鵜
飼
万
貴
子

弁
護
士
を
講
師
に
研
究
会
「
薬

局
に
お
け
る
リ
ス
ク
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
」
を
開
催
、
38
人
が
参
加

し
た
。
感
想
文
を
紹
介
す
る
。

誤
が
起
き
る
の

は
、
残
念
な
が

ら
珍
し
い
こ
と

で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
し
か
し
、

そ
こ
か
ら
裁
判

や
刑
事
責
任
を

問
わ
れ
る
よ
う

な
事
態
に
ま
で

発
展
す
る
こ
と

は
、
な
か
な
か

自
分
自
身
に
起

こ
る
か
も
し
れ

な
い
こ
と
と
し

て
普
段
は
想
像

し
難
い
で
す
。

し
て
し
ま
っ
た
の
で
す
が
、
お

話
を
実
際
に
聞
い
て
み
る
と
、

当
然
で
す
が
、
す
べ
て
私
た
ち

が
日
常
的
に
行
っ
て
い
る
調
剤

行
為
か
ら
発
生
す
る
問
題
で

す
。

　

日
頃
生
活
し
て
い
て
、
た
ま

に
テ
レ
ビ
ニ
ュ
ー
ス
や
新
聞
記

事
な
ど
で
医
療
ミ
ス
が
報
道
さ

れ
て
い
て
も
、
大
変
だ
な
と
、

と
て
も
遠
い
場
所
で
の
出
来
事

の
よ
う
に
考
え
て
し
ま
い
ま

す
。
も
ち
ろ
ん
、
調
剤
ミ
ス

や
、
場
合
に
よ
っ
て
は
調
剤
過

　

先
日
、
薬
科
部
研
究
会
で
初

め
て
弁
護
士
の
方
の
お
話
を
聞

く
機
会
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

「
薬
を
め
ぐ
る
法
的
紛
争
」
だ

な
ん
て
何
か
お
お
げ
さ
な
気
が

38人が参加し好評を得た

　

最
近
は
調
剤
過
誤
対
策
を
立

て
て
い
な
い
薬
局
の
方
が
珍
し

い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
特
に
、

患
者
さ
ん
に
お
渡
し
す
る
薬
は

二
重
、
三
重
の
鑑
査
を
す
る
よ

う
決
め
ら
れ
て
い
る
と
思
い
ま

す
。
で
す
が
、
業
務
に
対
す
る

慣
れ
と
忙
し
さ
、
人
手
不
足
な

ど
か
ら
、
つ
い
つ
い
決
め
ら
れ

た
手
順
を
怠
っ
て
し
ま
っ
た
経

験
は
、
余
程
人
数
が
充
実
し
て

い
て
、
患
者
さ
ん
が
待
ち
時
間

に
寛
容
な
薬
局
に
勤
め
て
い
る

の
で
な
い
限
り
、
誰
し
も
一
度

や
二
度
は
あ
る
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。

　

忙
し
さ
に
追
わ
れ
て
仕
事
を

し
て
い
る
と
忘
れ
が
ち
で
す

が
、
調
剤
行
為
の
重
さ
を
再
認

識
す
る
た
め
の
研
修
は
、
定
期

的
に
必
要
だ
ろ
う
と
思
い
ま
し

た
。

【
姫
路
市
・
八
家
病
院

 

薬
剤
師　

飯
塚　

千
紘
】

薬科部研究会「リスクマネジメント」

調剤行為の重さ
研修会で再認識

感
想
文

歯科定例研究会

歯科衛生士という
仕事にやりがい

感
想
文
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第18回
日常診療
経験交流会
演題より

かかりつけ医とインフル予防接種
洲本市・たかたクリニック　 高田　裕

はじめに
　かかりつけ医にとって、感染症予防、
とりわけインフルエンザ（以後インフ
ル）予防対策は、もっとも重要である。
今回当クリニックで実施しているインフ
ル予防接種の実態について、調査したの
で報告する。

インフル罹患者数（図１）
　インフル罹患者は、毎年100人以上み
られる。季節性インフルの流行年度は、

10月より翌年６月までとした。大流行の
年度は、Ｂ型が多くみられる。2009年度
は、すべて新型インフルと思われる。

インフル予防接種の方法と
接種者数の推移（図２）
　診察時間内に実施した。予防接種は、
13歳以上は１回接種とし、13歳未満は２
回接種とした。インフル予防接種者は、
年々増加傾向にある。

インフル罹患者と予防接種（図３）

　インフル予防接種の効果について、毎
年の傾向をみることにより、その効果を
推定してみた。全体的には、子どものほ
うが大人に比べて予防接種効果が少ない
ように思える。年度により、その効果に
ばらつきがみられる。2007年のＡ型イン
フル流行時は効果があり、Ｂ型流行時に
は効果が少ないように感じた。

子どもの予防接種の回数（図４）
　13歳未満の２回接種については、１回
よりも２回のほうが予防効果がある。

新型インフル罹患者の季節性
インフル予防接種（図５）
　2009年８月以降に発生した、Ａ型イン
フル罹患者20人についてと、季節性イン
フル予防接種の実施の有無を調べた。図
３の2009年初めに流行した季節性インフ
ルの予防接種と比較して、ほぼ同じか、
むしろ予防接種罹患者がやや少ない。

考察
・季節により効果に差がある。
・Ｂ型よりＡ型に効果がみられる。
・子どもより大人に効果がみられる。
・ 子どもの接種回数は、２回の方が効果
的である。

・ かかりつけ医が積極的にインフル予防
接種を実施することで、重症化予防、
流行の抑制に寄与できる。

・ 季節性インフル予防接種が、新型イン
フルにも多少効果があることを示唆し
ている。

・ 今後は、新型インフル予防接種の効果
についても調査していく必要がある。
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図3  インフル罹患者とインフル予防接種
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図5  新型インフル罹患者の
　　　　　季節性インフル予防接種

診療内容向上研究会診療内容向上研究会 第460回

日　時　７月24日（土）17時～19時 　会　場　協会会議室
講　師　兵庫医科大学　皮膚科　講師　上田英一郎 先生
共　催　シェリング・プラウ株式会社

皮膚疾患に対する心身両面からのアプローチ

そのものあるいは、これまでの否定的な
人生経験より受けた“こころのキズ”に
対するトラウマ・ケアを含めた治療につ
いてまで含まれます。本講演では、より
よい医師患者関係を構築するための技法
や解決構築アプローチ、EMDR（眼球運
動による脱感作と再処理法）と呼ばれる
トラウマ・ケアのための心理技法を簡単
に紹介し、当科で開設している「ストレ
ス・ケア外来（皮膚心身医学外来）」で
の治療につき概説します。 【上田記】

　医療現場で最優先される技術は、医学
の技術です。しかし、言語をうまく運用
するコミュニケーション・スキルも医師
にとっては欠かせない技術のひとつで
す。アトピー性皮膚炎をはじめとする難
治性慢性皮膚疾患に対する心身両面から
のアプローチを例とし、各科でみられる
慢性疾患に悩む患者さんにも応用できる
全人的医療について解説します。その中
には、明日からの診療に役立てていただ
けるコミュニケーション技法から、疾患

～コミュニケーション法からトラウマ・ケアまで～〈メイン企画〉
日　時　10月24日（日）10時～17時　会　場　県農業会館（元町駅より南へ徒歩10分）
分科会　10時～正午過ぎ
医科・歯科・薬科交流企画（午後）
「歯周病と全身とのかかわり～糖尿病を中心として」
展　示　 ポスターセッション、情報ネットワークコーナー、医院新聞展示、あ

なたと私の展示会、救急フェスタ（特別企画、展示）、ほか

第19回日常診療経験交流会
メイン
テーマ 育てよう‼地域のきずな

テーマ　 日常診療、在宅医療、地域医療、病診・診診、医科・歯科・薬科の連
携、工夫など。掲示板によるポスターセッション形式も歓迎。

発　表　発表10分、質疑５分、スライド10枚程度でお願いします。
申　込　別紙申込書で、テーマ、スライドの有無、枚数等をお知らせ下さい。
抄　録　400字程度で別途お送りください。　締　切　抄録とともに９月24日

お問い合わせ・お申し込みは、☎078－393ー1803　研究部まで

分科会発表の演題募集分科会発表の演題募集

〈プレ企画〉
・救急フェスタ－心肺蘇生法＆外傷処置（10月２日（土）14時30分～、農業会館）
・診療内容向上研究会（17時～、協会会議室）
　①「アドバンスド身体診察法」９月25日（土）17時～、協会会議室
　　講師： 筑波大学大学院人間総合科学研究科臨床医学系教授、筑波大学附属

病院水戸地域医療教育センター総合診療科　徳田安春先生
　②「ひらめき診断術『キーワードを探せ』」10月23日（土）17時～、同上
　　講師：藤田保健衛生大学一般内科・救急総合診療部准教授　山中克郎先生
・薬科部秋の文化講演会「植物療法（仮）」（11月６日（土））

【訂正とお詫び】本紙６月15日付８面「歯科定例研究会より　インプラントにお
ける予知性の高い骨造成術を考える」の図２と図３の写真と解説文（写真下の文
章）が入れ替わっており、図２、図３の並びも逆になっておりました。
　正しくは、図２は「サイナスリフト後１週間に生じる上顎洞粘膜の腫脹」で計
８点の写真と解説文は「サイナスリフト後１週間…」です。図３は「サイナスリ
フト後の骨形成とリモデリング（β-TCP）」で計６点の写真と解説文は「サイナ
スリフト部に填入された…」です。訂正しお詫び申し上げます。

図1　最近のインフルの罹患者数の推移 図2　インフル予防接種者数の推移


